
６
０
代
女
性
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
住
宅
で
は

４
０
代
の
女
性
と
連
絡
が
取

れ
て
お
ら
ず
、
捜
索
が
続
い

て
い
る
。

　

同
区
板
倉
町
の
住
宅
で
も

遺
体
が
見
つ
か
り
、
住
人
の

６
０
代
男
性
と
み
て
確
認
を

進
め
て
い
る
。
市
原
市
で
は

住
人
の
女
性
（
５
７
）
が
重

傷
と
な
っ
た
。
県
は
、
不
明

者
捜
索
の
た
め
、
自
衛
隊
に

災
害
派
遣
を
要
請
し
た
。

　

千
葉
県
で
も
、
千
葉
市
や

柏
市
な
ど
で
多
数
の
河
川
が

あ
ふ
れ
た
。
同
県
君
津
市
で

は
高
齢
者
施
設
の
浸
水
被
害

も
出
て
い
る
。
台
風
１
９
号

で
被
災
し
た
宮
城
県
丸
森
町

と
福
島
県
い
わ
き
市
は
全
域

に
避
難
指
示
を
出
し
、
い
わ

き
市
内
で
は
台
風
１
９
号
で

堤
防
が
決
壊
し
た
夏
井
川
が

再
び
氾
濫
し
た
。

　

成
田
国
際
空
港
会
社
に
よ

る
と
、
成
田
空
港
に
到
着
す

不
明
１
人
、
福
島
で
河
川
氾
濫

再
び
豪
雨
、
千
葉
２
人
死
亡

後
任
は
梶
山
元
地
方
創
生
相

在
留
外
国
人
最
多
２
８
２
万
人

就
労
分
野
が
大
幅
増

北
陸
新
幹
線
、
直
通
運
転
再
開

２
週
間
ぶ
り
、
東
京
―
金
沢

混迷打開へ１２月選挙提案

英首相、１０月末

離脱断念

辞
任
騒
動
で
経
産
委
を
含

め
、
同
日
の
衆
院
の
全
委
員

会
審
議
は
取
り
や
め
と
な
っ

た
。

　

焦
点
の
日
米
貿
易
協
定
承

認
案
も
委
員
会
で
の
趣
旨
説

明
が
先
送
り
さ
れ
た
。
与
党

は
１
１
月
上
旬
の
衆
院
通
過

を
目
指
し
て
お
り
、
審
議
日

程
は
厳
し
さ
を
増
し
た
。
首

相
は
政
権
運
営
の
立
て
直
し

が
急
務
と
な
る
。

　

菅
原
氏
は
衆
院
当
選
６

回
。
自
民
党
無
派
閥
で
菅
義

偉
官
房
長
官
に
近
い
。
第
２

次
安
倍
内
閣
以
降
、
閣
僚
辞

任
は
９
人
目
と
な
っ
た
。

　

週
刊
文
春
に
よ
る
と
、
菅

万
〜
８
１
万
円
台
に
下
落
。

２
５
日
も
同
水
準
で
取
引
さ

れ
た
。
イ
ー
サ
リ
ア
ム
や

リ
ッ
プ
ル
と
い
っ
た
暗
号
資

産
も
一
時
、値
下
が
り
し
た
。

　

暗
号
資
産
は
、
国
や
中
央

銀
行
の
よ
う
な
公
的
な
管
理

者
が
お
ら
ず
、
複
数
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
取
引
を
監
視

す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

（
Ｂ
Ｃ
）」
で
管
理
さ
れ
て
い

る
。
暗
号
技
術
に
よ
り
シ
ス

テ
ム
障
害
や
デ
ー
タ
改
ざ
ん

が
起
こ
り
に
く
い
の
が
Ｂ
Ｃ

の
特
長
だ
が
、
グ
ー
グ
ル
の

閣議後の記者会見で辞任
を発表する菅原経産相＝
２５日午前８時３７分、国
会（共同）

「
有
権
者
に
香
典
」
疑
惑

　
【
共
同
】
菅
原
一
秀
経
済
産
業
相
（
５
７
）
＝
自
民
、
衆
院
東
京
９
区
＝
は
２
５
日
、
安
倍
晋
三
首
相
と
官
邸

で
会
い
辞
表
を
提
出
し
た
。
選
挙
区
の
有
権
者
に
秘
書
が
香
典
を
渡
し
た
な
ど
と
す
る
公
選
法
違
反
の
疑
い
が
週

刊
誌
報
道
で
浮
上
し
て
い
た
。
官
邸
が
菅
原
氏
に
辞
任
の
検
討
を
求
め
て
お
り
事
実
上
の
更
迭
。
菅
原
氏
は
９
月

１
１
日
発
足
の
第
４
次
安
倍
再
改
造
内
閣
で
初
入
閣
し
た
ば
か
り
で
、
政
権
に
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
。
後
任
に

は
梶
山
弘
志
元
地
方
創
生
担
当
相
（
６
４
）
が
就
任
し
た
。

菅
原
経
産
相
を
更
迭降

水
、
半
日
で
１
カ
月
分
超
え

無
理
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い

た
が
、
再
開
し
て
く
れ
て
良

か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

金
沢
駅
で
は
、
直
通
運
転

の
再
開
に
合
わ
せ
空
の
便
か

ら
新
幹
線
に
変
更
し
た
と
い

う
利
用
客
も
。「
か
が
や
き
」

で
東
京
に
向
か
う
金
沢
市
の

会
社
員
福
島
忍
さ
ん（
４
０
）

は
「
こ
ん
な
に
早
く
復
旧
す

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

空
港
へ
は
移
動
が
大
変
な
の

で
良
か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ

う
だ
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
る
と
、

原
氏
の
公
設
秘
書
が
今
月
、

地
元
の
東
京
都
練
馬
区
内
の

葬
祭
場
に
香
典
を
持
参
し
た

ほ
か
、
事
務
所
か
ら
故
人
へ

を
抜
き
２
番
目
と
な
っ
た
。

　

他
に
伸
び
率
が
大
き
い
の

は
、
企
業
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
や

経
理
担
当
な
ど
と
し
て
働
く

「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際

業
務
」
で
、
同
１
３
・
６
％

増
の
２
５
万
６
４
１
４
人
。

Ｉ
Ｔ
や
学
術
分
野
で
高
度
な

知
識
や
技
術
を
持
つ
「
高
度

専
門
職
」
も
同
１
７
・
９
％

増
の
１
万
３
０
３
８
人
と

な
っ
た
。

　

一
方
、「
特
定
技
能
」
で

の
在
留
は
６
月
末
時
点
で
２ 

０
人
。
１
０
月
１
８
日
時
点

で
資
格
を
得
た
人
は
６
１
６

人
と
な
っ
た
が
、
本
年
度
に

最
大
４
万
７
５
５
０
人
を
見

込
ん
で
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況

だ
。
急
ご
し
ら
え
の
制
度
が

（１） ２０１９年第５３５７号  １０月 ２６日 （土曜日）

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

東
京
駅
の
新
幹
線
ホ
ー
ム

で
は
朝
か
ら
出
張
の
ビ
ジ
ネ

ス
客
や
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を

持
っ
た
観
光
客
ら
が
列
を

作
っ
た
。
東
京
都
港
区
の
会

社
員
波
多
野
剛
久
さ
ん
（
４ 

０
）
は
富
山
県
出
身
で
週
末

の
富
山
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
予

定
。「
車
両
が
水
に
漬
か
っ

た
映
像
を
見
て
富
山
行
き
は

千
葉
市
緑
区
誉
田
町
で
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま

れ
た
住
宅
＝
２
５
日
午
後
９
時
（
共
同
）

や
周
知
不
足
か
ら
出
足
が
鈍

い
。

　

最
多
は
「
永
住
者
」
で
、

前
年
末
比
１
・
５
％
増
の

７
８
万
３
５
１
３
人
。
技
能

実
習
は
３
６
万
７
７
０
９
人

と
な
り
、横
ば
い
状
態
の「
留

学
」
の
３
３
万
６
８
４
７
人

受
領
が
問
題
と
な
る
中
、
電

力
業
界
を
所
管
す
る
経
産

相
が
交
代
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
野
党
は
衆
院
予
算
委
員

会
の
集
中
審
議
の
開
催
を
求

め
、
首
相
の
任
命
責
任
を
追

及
す
る
方
針
だ
。

　

菅
原
氏
は
２
５
日
の
衆
院

経
産
委
で
経
緯
を
明
ら
か
に

す
る
と
説
明
し
て
い
た
が
、

　

首
相
は
「
任
命
責
任
は
私

に
あ
り
、
国
民
に
深
く
お
わ

び
申
し
上
げ
る
」
と
記
者
団

に
述
べ
た
。
菅
原
氏
は
閣
議

後
の
記
者
会
見
で
疑
惑
に
関

し
「
結
果
と
し
て
秘
書
が
香

典
を
出
し
た
」
と
述
べ
、
週

刊
誌
報
道
を
認
め
た
。「
私

の
問
題
で
国
会
審
議
が
停
滞

す
る
の
は
本
意
で
は
な
い
」

と
辞
任
理
由
を
説
明
し
た
。

　

関
西
電
力
役
員
ら
の
金
品

　

気
象
庁
は
、
東
北
太
平
洋

側
で
２
６
日
朝
に
か
け
て
非

常
に
激
し
い
雨
が
降
る
と
し

て
警
戒
を
呼
び
掛
け
た
。
台

風
１
９
号
の
大
雨
で
堤
防
が

損
傷
す
る
な
ど
し
た
被
災
地

は
特
に
注
意
が
必
要
と
な

る
。

　

千
葉
県
警
な
ど
に
よ
る

と
、
土
砂
崩
れ
で
住
宅
被
害

が
あ
っ
た
の
は
、
千
葉
市
緑

区
の
２
カ
所
と
同
県
市
原
市

の
１
カ
所
の
計
４
棟
。
千
葉

市
緑
区
誉
田
町
３
丁
目
で
は

　
【
共
同
】
低
気
圧
に
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
ん

だ
影
響
で
、
関
東
や
東
北
に

か
け
て
２
５
日
に
大
雨
と
な

り
、
千
葉
県
内
で
土
砂
崩
れ

が
相
次
ぎ
、
福
島
県
い
わ
き

市
な
ど
で
河
川
が
氾
濫
し

た
。
千
葉
市
で
は
住
宅
が
土

砂
に
巻
き
込
ま
れ
、
２
人
が

死
亡
、
１
人
が
不
明
と
な
っ

て
い
る
。
千
葉
県
市
原
市
な

ど
で
は
半
日
の
降
水
量
が

１
０
月
の
平
年
値
を
上
回
っ

た
。

　
【
共
同
】
北
陸
新
幹
線
の

東
京
―
金
沢
間
の
全
線
直
通

運
転
が
２
５
日
、再
開
し
た
。

台
風
１
９
号
の
記
録
的
大
雨

に
よ
る
線
路
の
冠
水
や
信
号

設
備
へ
の
被
害
が
発
生
し
た

が
、
約
２
週
間
ぶ
り
に
首
都

圏
と
北
陸
を
直
結
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
復
活
。
観
光
や

企
業
活
動
な
ど
沿
線
経
済
の

活
性
化
に
再
び
貢
献
す
る
こ

　
【
ロ
ン
ド
ン
共
同
＝
伊
藤

「
技
能
実
習
」
が
１
２
・
０
％

増
え
る
な
ど
、
就
労
分
野
の

伸
び
率
が
大
き
い
。
人
手
不

足
が
背
景
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

一
方
、
就
労
拡
大
を
図

る
た
め
に
４
月
に
新
設
し

た
「
特
定
技
能
」
は
、
準
備

　
【
共
同
】
出
入
国
在
留
管

理
庁
は
２
５
日
、
２
０
１
９

年
６
月
末
時
点
の
在
留
外
国

人
数
が
２
８
２
万
９
４
１
６

人
（
速
報
値
）
で
、
前
年
末

か
ら
３
・
６
％
増
え
、
過
去

最
多
を
更
新
し
た
と
発
表
し

た
。在
留
資
格
別
に
見
る
と
、

長
野
市
の
車
両
セ
ン
タ
ー
で

１
０
編
成
１
２
０
両
が
浸

水
、
車
両
が
不
足
し
て
い
る

た
め
臨
時
ダ
イ
ヤ
を
設
定

し
、
運
転
本
数
は
被
災
前
よ

り
約
１
割
少
な
い
。

　

臨
時
ダ
イ
ヤ
は
東
京
―
金

沢
間
の
直
通
列
車
を
優
先
。

被
災
前
の
定
期
ダ
イ
ヤ
と
比

べ
、
全
線
直
通
の
「
か
が
や

き
」
は
上
下
１
本
ず
つ
計
２

本
の
減
少
、「
は
く
た
か
」

は
変
わ
ら
な
い
。

　

一
方
で
停
車
駅
の
多
い
東

京
―
長
野
間
の
「
あ
さ
ま
」

は
１
１
本
、
金
沢
―
富
山
間

の
「
つ
る
ぎ
」
は
１
本
、
そ

れ
ぞ
れ
減
る
。
途
中
駅
を
利

用
す
る
乗
客
の
利
便
性
確
保

の
た
め
、
上
越
新
幹
線
「
と

き
」
が
本
庄
早
稲
田
、
北
陸

新
幹
線
「
は
く
た
か
」
が
安

中
榛
名
、
佐
久
平
の
各
駅
に

一
部
臨
時
停
車
す
る
。
北
陸

新
幹
線
の
２
５
日
分
の
指
定

席
の
予
約
率
は
２
４
日
ま

で
に
約
５
割
に
達
し
た
と
い

う
。

　

北
陸
新
幹
線
は
全
３
０
編

成
の
う
ち
、
予
備
や
検
査
中

を
除
く
２
４
編
成
で
運
用
し

て
い
た
。
１
０
編
成
を
失
っ

た
状
態
に
陥
っ
て
い
る
た

め
、
残
る
２
０
編
成
を
フ
ル

活
用
す
る
。

　

台
風
１
９
号
で
北
陸
新
幹

線
は
１
２
日
か
ら
計
画
運
休

に
入
り
、
１
３
日
昼
ご
ろ
に

は
再
開
予
定
だ
っ
た
が
、
車

両
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
浸
水

が
判
明
。
寸
断
さ
れ
た
状
態

と
な
り
、
２
４
日
ま
で
東

京
―
長
野
間
、
上
越
妙
高
―

金
沢
間
で
折
り
返
し
運
転
と

な
っ
て
い
た
。

　

北
陸
新
幹
線
の
今
年
４
〜

９
月
の
利
用
者
は
１
日
当
た

り
約
５
万
１
３
０
０
人
。
乗

車
率
は
約
６
割
だ
っ
た
。

下
院
の
同
意
が
必
要
で
、
野

党
が
応
じ
る
か
不
透
明
だ
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
は
最
大
野

党
労
働
党
に
宛
て
た
２
４
日

付
の
書
簡
で
、
１
２
月
１
２

日
の
前
倒
し
総
選
挙
を
提
案

し
た
。
２
８
日
に
提
案
に
関

す
る
採
決
が
下
院
で
予
定
さ

れ
て
い
る
。
実
現
に
は
３
分

の
２
以
上
の
同
意
が
必
要
だ

が
、
与
党
保
守
党
は
過
半
数

割
れ
し
て
お
り
、
野
党
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ

放
送
に
よ
る
と
、
否
決
の
場

合
で
も
選
挙
の
実
施
を
求
め

続
け
る
方
針
と
み
ら
れ
る
。

前
倒
し
総
選
挙
の
提
案
は
こ

れ
ま
で
２
度
退
け
ら
れ
て
い

る
。

　

書
簡
で
は
、
離
脱
日
が
ど

の
程
度
延
期
さ
れ
る
か
に
関

係
な
く
、
Ｅ
Ｕ
と
の
離
脱
合

意
案
の
早
期
発
効
が
重
要
だ

と
強
調
。
来
年
１
月
末
ま
で

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
価
格
急
落

グ
ー
グ
ル
発
表
で
衝
撃

発
表
し
、衝
撃
が
広
が
っ
た
。

暗
号
資
産
の
基
盤
技
術
の
安

全
性
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る

た
め
だ
。

　

暗
号
資
産
の
交
換
業

者
「
ｂ
ｉ
ｔ
Ｆ
ｌ
ｙ
ｅ
ｒ
」

（
ビ
ッ
ト
フ
ラ
イ
ヤ
ー
）
に

よ
る
と
、
グ
ー
グ
ル
公
表
前

の
２
３
日
夕
に
は
１
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
＝
８
６
万
円
台
だ
っ

た
が
、
２
４
日
に
は
８
０ 

　
【
共
同
】
暗
号
資
産
（
仮

想
通
貨
）
の
代
表
格
「
ビ
ッ

ト
コ
イ
ン
」
の
価
格
が
急
落

し
、
約
５
カ
月
ぶ
り
の
安
値

圏
と
な
っ
て
い
る
。
米
グ
ー

グ
ル
が
次
世
代
の
超
高
速
計

算
機
と
期
待
さ
れ
る
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
に

つ
い
て
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
よ
り
速
く
計
算

で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
と

発
表
で
疑
い
の
目
が
向
け
ら

れ
た
。

　

グ
ー
グ
ル
は
２
３
日
、
世

界
最
速
の
ス
パ
コ
ン
よ
り
速

く
計
算
で
き
る
「
量
子
超
越

性
」
を
実
証
し
、
ス
パ
コ
ン

が
答
え
を
導
く
の
に
１
万
年

か
か
る
と
こ
ろ
を
２
０
０
秒

で
完
了
し
た
と
宣
言
。
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
用
化
に

は
時
間
を
要
す
る
と
さ
れ
る

が
、
Ｂ
Ｃ
の
暗
号
も
簡
単
に

解
読
で
き
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
の
見
方
が
浮
上
し

た
。

　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
廉
了

主
席
研
究
員
は
「
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
誕
生
す
れ

ば
、
暗
号
資
産
の
安
全
性
が

揺
ら
ぎ
、
存
在
そ
の
も
の
が

問
わ
れ
か
ね
な
い
事
態
に
な

る
」
と
指
摘
す
る
。

　

暗
号
資
産
を
巡
っ
て
は
、

米
交
流
サ
イ
ト
大
手
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
マ
ー
ク
・
ザ
ッ

カ
ー
バ
ー
グ
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
２
３
日
、

来
年
前
半
に
計
画
し
て
い
た

「
リ
ブ
ラ
」
に
関
し
、
米
規

制
当
局
の
懸
念
が
解
消
さ
れ

る
ま
で
発
行
し
な
い
と
表
明

し
た
。
こ
れ
も
投
資
家
心
理

を
冷
や
し
、
暗
号
資
産
の
価

格
下
落
の
一
因
と
な
っ
た
と

の
声
も
あ
る
。

の
長
期
延
期
だ
っ
た
場
合
は

「
議
会
の
ま
ひ
状
態
解
消
の

た
め
総
選
挙
が
必
要
だ
」
と

訴
え
、
自
身
の
離
脱
方
針
の

是
非
を
問
う
考
え
を
示
し

た
。
下
院
解
散
直
前
の
１
１

月
６
日
ま
で
集
中
審
議
し
て

合
意
案
を
発
効
さ
せ
、
野
党

側
が
懸
念
す
る
「
合
意
な
き

離
脱
」
を
回
避
し
た
上
で
選

挙
に
臨
め
る
と
し
て
賛
同
を

呼
び
掛
け
た
。

で
の
６
時
間
で
２
１
９
・
５

ミ
リ
、
福
島
県
い
わ
き
市
で

も
午
後
７
時
半
ま
で
の
３
時

間
で
１
２
３
・
５
ミ
リ
の
雨

が
降
り
、
そ
れ
ぞ
れ
観
測
史

上
１
位
の
値
を
更
新
し
た
。

２
８
０
ミ
リ
、

同
県
の
佐
倉

市
や
鴨
川
市

で
２
４
０
ミ

リ
を
突
破
し
、

半
日
で
月
の

平
年
値
を
超

え
た
。
鴨
川

市
で
正
午
ま

で
の
３
時
間

に
１
６
０
・
０

ミ
リ
、
市
原

市
も
午
後
１

時
５
０
分
ま

る
全
日
空
な
ど
の
旅
客
便
が

目
的
地
を
変
更
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
２
５

日
午
後
に
は
千
葉
県
市
原
市

で
１
２
時
間
の
降
水
量
が

の
枕
花
を
発
注
し
た
疑
い
が

浮
上
。
大
型
連
休
前
後
に

は
後
援
会
幹
部
に
リ
ン
ゴ
を

配
っ
た
と
い
う
。
菅
原
氏
は

有
権
者
に
メ
ロ
ン
、
カ
ニ
な

ど
を
贈
っ
て
い
た
と
も
同
誌

に
報
じ
ら
れ
、
１
１
日
の
衆

院
予
算
委
で
「
し
っ
か
り
調

べ
る
」
な
ど
と
答
弁
し
て
い

た
。

　

梶
山
氏
は
２
５
日
午
後
、

皇
居
で
の
認
証
式
な
ど
を
経

て
正
式
に
就
任
。
記
者
団
に

「
与
え
ら
れ
た
職
務
に
全
力

で
取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。

敬
遠
さ
れ
、
技
能
実
習
に
流

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

在
留
外
国
人
は
全
都
道
府

県
で
増
加
。
１
位
が
東
京
の

５
８
万
１
４
４
６
人
（
前
年

末
比
２
・
４
％
増
）、
２
位
が

愛
知
の
２
７
万
２
８
５
５
人

（
同
４
・
６
％
増
）、
３
位
は

大
阪
の
２
４
万
７
１
８
４
人

（
同
３
・４
％
増
）
だ
っ
た
。

　

国
籍
・
地
域
別
で
は
、
中

国
が
７
８
万
６
２
４
１
人

（
同
２
・
８
％
増
）
と
最
多
。

韓
国
が
４
５
万
１
５
４
３
人

（
同
０
・
４
％
増
）、
技
能
実

習
生
を
多
く
送
り
出
す
ベ
ト

ナ
ム
が
３
７
万
１
７
５
５
人

（
同
１
２
・
４
％
増
）
と
続
い

た
。

慎
司
】
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相

は
２
４
日
、
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
離
脱
を
巡
る
混
迷
を
打

開
す
る
た
め
、
１
２
月
の
総

選
挙
実
施
を
提
案
し
た
。
公

約
に
掲
げ
て
き
た
「
１
０
月

末
の
離
脱
」
断
念
を
初
め
て

認
め
た
形
だ
。
英
国
は
離
脱

延
期
を
要
請
済
み
で
、
Ｅ
Ｕ

側
の
承
認
を
経
て
一
定
期
間

の
延
期
が
近
く
決
ま
る
見
通

し
。
た
だ
解
散
総
選
挙
に
は



現
状
で
は
執
行
派
が
１
票
リ
ー
ド
も

罪
に
抗
議
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

用
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
号
の
写
真

も
掲
載
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
は
同
日
、「
北
東
部
の

原
油
汚
染
を
解
決
す
る
能
力

が
な
い
事
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

す
る
た
め
」「
証
拠
も
な
い
の

に
我
々
を
犯
罪
者
に
仕
立
て

た
」
と
し
、
サ
レ
ス
氏
を
訴

え
る
意
向
を
表
明
。
同
団
体

の
司
法
部
門
が
状
況
分
析
に

入
る
見
込
み
だ
。

　

同
団
体
は
海
洋
保
護
を
訴

え
、
８
〜
９
月
に
フ
ラ
ン
ス

領
ギ
ア
ナ
を
通
過
。
書
類
上

の
手
続
き
と
「
ア
マ
ゾ
ン
の

サ
ン
ゴ
」
と
呼
ば
れ
る
岩
礁

の
調
査
を
行
っ
た
。
エ
ス
ペ
ラ

ン
サ
号
は
ウ
ル
グ
ア
イ
の
モ

ン
テ
ビ
デ
オ
に
停
泊
中
だ
が
、

サ
レ
ス
氏
が
使
っ
た
写
真
は

数
年
前
の
も
の
だ
。

　

サ
レ
ス
氏
の
ツ
イ
ッ
タ
ー

後
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下

院
議
長
は
同
氏
の
公
式
見
解

　
「
２
審
有
罪
判
決
で
の
刑
執
行
か
否
か
」
を
問
う
最
高
裁
で
の
審
理
は
、
２
３
日
か

ら
具
体
的
な
投
票
が
は
じ
ま
っ
た
。
だ
が
、２
４
日
が
終
っ
た
時
点
で
は
４
対
３
で「
刑

執
行
」
が
上
回
っ
て
い
る
。
だ
が
、
１
８
年
４
月
に
行
わ
れ
た
「
ル
ー
ラ
元
大
統
領
に

人
身
保
護
令
適
用
か
」
の
判
断
で
「
適
用
し
な
い
」
の
判
断
だ
っ
た
ロ
ー
ザ
・
ウ
ェ
ベ

ル
判
事
が
。「
２
審
の
段
階
で
は
刑
は
執
行
し
な
い
」
に
回
っ
た
こ
と
で
、
審
理
の
行

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
２
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

は
、
ロ
ー
ザ
判
事
が
「
憲
法

を
書
き
換
え
る
よ
う
な
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し

て
、
２
審
で
の
執
行
に
反
対

す
る
票
を
投
じ
た
。
同
判
事

の
投
票
は
か
ね
て
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
１
８

年
４
月
の
ル
ー
ラ
氏
の
刑
執

行
は
同
判
事
の
一
票
で
決
ま
っ

て
い
た
た
め
だ
。

　
ロ
ー
ザ
判
事
は
元
々
は
憲

法
遵
守
派
で
、
２
０
１
６
年

に
同
件
で
審
理
し
た
際
は
反

対
し
て
い
た
が
、
ル
ー
ラ
氏

の
裁
判
で
は
「
１
６
年
に
決

ま
っ
た
判
例
を
２
年
間
で
は

変
え
ら
れ
な
い
」
と
の
判
断

で
ル
ー
ラ
氏
へ
の
人
身
保
護

令
を
認
め
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
事
前
の
予
想
で
は
、

「
１
１
人
中
１
０
人
の
判

事
は
ル
ー
ラ
氏
の
審
理
の
と

き
と
同
じ
結
果
を
出
す
だ
ろ

う
」
と
思
わ
れ
て
お
り
、ロ
ー

ザ
氏
だ
け
が
票
が
読
め
な
い

と
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ー
ザ
氏

以
外
で
は
、「
５
票
対
５
票
」

で
互
角
だ
っ
た
た
め
、「
２
審

で
の
刑
執
行
否
定
派
が
有
利

か
」
と
の
見
方
も
出
て
き
て

　

報
道
が
日
に
日
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
北
東
部
の
海
岸

へ
の
原
油
漂
着
問
題
で
、
黒

い
油
の
塊
を
漂
わ
せ
た
波
が

打
ち
寄
せ
る
ペ
ル
ナ
ン
ブ
ッ

コ
州
レ
シ
フ
ェ
の
浜
辺
で
、

黒
い
ゴ
ミ
袋
を
か
ぶ
り
、
悲

し
そ
う
な
表
情
で
海
中
の
原

油
の
塊
の
除
去
作
業
を
行

い
る
。

　
ロ
ー
ザ
判
事
の
後
は
、
ル

イ
ス
・
フ
ク
ス
判
事
が
２
審

で
有
罪
後
の
刑
執
行
に
賛
成

票
を
投
じ
た
が
、
同
日
の
最

後
と
な
っ
た
リ
カ
ル
ド
・
レ

ヴ
ァ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー
判
事
は

２
審
後
の
刑
執
行
に
反
対
。

現
状
で
は
、
４
対
３
で
「
２

審
後
に
刑
執
行
」
が
リ
ー
ド

し
て
い
る
。

　

同
件
の
審
理
の
続
き
は

１
１
月
６
日
、
も
し
く
は
７

日
に
行
わ
れ
る
見
込
み
だ
。

　

残
っ
た
４
判
事
は
、
カ
ル

メ
ン
・
ル
シ
ア
判
事
が
ル
ー

ラ
氏
の
件
の
際
は
人
身
保
護

令
適
用
に
反
対
。セ
ウ
ソ・
デ・

メ
ロ
、
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ

ス
両
判
事
と
、
ジ
ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
長
官
は
賛
成
票
を
投

じ
て
い
る
。

２
審
有
罪
で
刑
執
行
を
認
め
ず

を
求
め
た
が
、
同
氏
は
「
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
船
は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
産
原
油
が
漂
着
し
て
い

た
時
期
に
伯
国
沖
を
航
行
し

た
事
を
認
め
た
が
、
地
上
に

い
る
メ
ン
バ
ー
同
様
、
手
伝

お
う
と
は
し
な
か
っ
た
」
と

返
答
。
マ
イ
ア
氏
は
こ
れ
を

受
け
、「
返
信
を
感
謝
す
る

が
、
貴
君
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
無

用
な
推
論
に
過
ぎ
な
い
」
と

批
判
し
た
。

　

サ
レ
ス
氏
は
週
末
も
、
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
が

原
油
回
収
の
難
し
さ
を
語
る

部
分
だ
け
を
編
集
し
直
し
た

ビ
デ
オ
を
流
し
、「
北
東
部
の

海
岸
清
掃
を
手
伝
わ
な
い
理

府
の
対
応
の
遅
れ
を
指
摘
す

る
抗
議
行
動
を
行
い
、
サ
レ

ス
氏
か
ら
「
海
岸
や
海
洋
の

掃
除
を
手
伝
い
も
せ
ず
、
公

共
資
産
を
損
傷
し
た
」
と
批

判
を
浴
び
た
ば
か
り
だ
。

　

環
境
相
は
２
４
日
午
後
、

「
北
東
部
へ
の
原
油
漂
着
が

起
き
て
い
る
時
期
に
グ
リ
ー

ン
ピ
ー
ス
の
船
が
伯
国
沖
を

航
行
し
て
い
た
」
と
し
、
同

団
体
の
関
与
を
疑
わ
せ
る
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
流
し
、
環
境
犯

　
【
既
報
関
連
】
８
月
３
０

日
か
ら
続
く
北
東
部
へ
の
原

油
漂
着
に
関
連
し
、
リ
カ
ル

ド
・
サ
レ
ス
環
境
相
が
２
４

日
、
国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非

政
府
団
体
）の
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
攻

撃
し
、
下
院
議
長
か
ら
批
判

を
受
け
た
と
２
４
、２
５
日

付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ

た
。

　

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
２
３

日
に
大
統
領
府
前
で
、
北
東

部
で
の
原
油
汚
染
や
ア
マ
ゾ

ン
の
森
林
火
災
に
対
す
る
政

サ
レ
ス
環
境
相
が
問
題
発
言

２
人
で
１
１
３
人
の
指
名
権

下
院
議
長
か
ら
も
批
判
さ
れ
る

由
を
説
明
し
た
」
と
コ
メ
ン

ト
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
は
そ

の
直
後
、
清
掃
に
参
加
し
て

い
る
様
子
も
映
し
た
編
集
前

の
ビ
デ
オ
を
流
し
、
同
氏
の

言
動
を
批
判
し
た
。

　

北
東
部
へ
の
原
油
漂
着
は

２
５
日
も
続
き
、
ペ
ル
ナ
ン

ブ
コ
州
レ
シ
フ
ェ
近
郊
や
バ
イ

ア
州
南
部
の
イ
リ
ェ
ウ
ス
で
も

新
た
な
原
油
漂
着
を
確
認
。

原
油
汚
染
は
サ
ン
ゴ
礁
に
も

及
び
始
め
て
い
る
。

　

今
回
の
原
油
汚
染
は
国
際

的
に
も
稀
な
規
模
の
環
境
破

壊
で
、
衛
星
写
真
の
解
析
や

海
上
の
旋
回
飛
行
、
海
岸
の

監
視
活
動
な
ど
が
続
け
ら
れ

て
い
る
が
、
原
油
流
出
源
は

特
定
出
来
て
い
な
い
。
２
４

日
開
設
の
サ
イ
トhttps://

w
w
w
.gov.br/m

anch
anolitoral/

で
は
現
状
報

告
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、

対
応
の
遅
れ
は
否
め
な
い
。

　

同
件
の
審
理
の
報
告
官
は

マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー
リ
オ
判

事
で
、
２
３
日
の
投
票
は
同

判
事
の
票
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

か
ね
て
か
ら
、
憲
法
が
定
め

る
「
被
告
が
控
訴
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
刑
執
行
」
を

唱
え
て
い
る
同
判
事
は
「
執

行
で
き
な
い
」
と
の
判
断
を

下
し
た
。

　

だ
が
、ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ・

モ
ラ
エ
ス
、同
裁
で
の
ラ
ヴ
ァ・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
担
当
判
事
の
エ

ジ
ソ
ン
・
フ
ァ
キ
ン
、
そ
し
て

ル
イ
ス
・
ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー

ゾ
判
事
の
３
人
が
「
２
審
で

有
罪
」
と
し
て
ア
ウ
レ
ー
リ

オ
判
事
に
反
対
し
、
２
３
日

の
審
理
が
終
っ
た
。

　

だ
が
、
２
４
日
の
審
理
で

海岸に漂着した原油の塊を回収する人々
（２４日開設の公式サイトより）

ローザ・ウェベル判事
（Roberto Jayme/Ascom/TSE）

審
理
の
続
き
は
１
１
月
に

ボウソナロ兄弟

　

た
だ
、
ト
フ
ォ
リ
長
官
の

判
断
で
は
、「
３
審
有
罪
で

刑
執
行
」
の
た
め
、
今
後
の

審
理
で
３
審
後
の
刑
執
行
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
高
等

裁
で
も
有
罪
と
な
っ
て
い
る

ル
ー
ラ
氏
に
は
有
利
に
な
ら

な
い
。

う
１
３
歳
の
少
年
の
写
真
が

国
際
的
に
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
君
と

い
う
少
年
は
、「
お
母
さ
ん

の
仕
事
を
少
し
で
も
助
け
た

く
て
、
作
業
を
し
て
い
る
ん

だ
」
と
語
る
。
彼
の
母
親
は

こ
の
浜
辺
の
そ
ば
で
バ
ー
を

営
ん
で
お
り
、
海
の
汚
染
は

一
家
の
生
活
に
か
か
わ
る
。

エ
ー
ヴ
ェ
ル
ト
ン
君
本
人
は

積
極
的
に
働
き
た
が
っ
て
い

る
が
、
周
囲
は
彼
の
健
康
も

気
に
し
は
じ
め
て
い
る
と
い

う
。
な
ん
と
も
や
る
せ
な
い

話
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

中
国
を
訪
問
中
の
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大
統
領
は
２
４
日
、
中

国
人
に
対
し
、
伯
国
へ
の
渡

航
時
の
ビ
ザ
を
免
除
す
る
と

の
発
言
を
行
っ
た
。
そ
れ
が

い
つ
か
ら
に
な
る
の
か
は
明

言
し
て
い
な
い
が
、
仮
に
実

現
す
れ
ば
、
米
国
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
日
本
、
カ
ナ
ダ

に
つ
い
で
５
国
目
と
な
る
。

現
在
、
中
国
は
世
界
有
数
の

富
裕
国
で
国
の
人
口
も
世
界

一
。
伯
国
と
の
貿
易
額
も
世

界
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
客
や
商
用
客
の
増
加
が
見

込
め
そ
う
な
話
で
は
あ
る
。

だ
が
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
は
極
度
に
共
産
国
を
嫌
悪

し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば

不
思
議
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
２
６
日
よ
り
、
サ
ッ

カ
ー
の
Ｕ
１
７
（
１
７
歳
以

下
）
の
Ｗ
杯
が
開
催
さ
れ
、

伯
国
代
表
は
開
幕
戦
の
対
カ

ナ
ダ
代
表
戦
を
連
邦
直
轄
区

に
あ
る
ベ
ゼ
ロ
ン
競
技
場
で

午
後
５
時
か
ら
行
う
。
今
年

の
伯
国
代
表
は
、
既
に
プ
ロ

デ
ビ
ュ
ー
し
、
国
内
２
カ
月

負
け
な
し
の
フ
ラ
メ
ン
ゴ
で

早
く
も
主
力
に
な
っ
て
い
る

レ
イ
ニ
エ
ー
ル
を
擁
す
る
、

楽
し
み
な
チ
ー
ム
。
優
勝
を

狙
っ
て
ほ
し
い
。

　

地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ

Ｅ
）
が
２
５
日
に
発
表
し
た

２
０
１
７
年
の
農
業
に
関

す
る
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

５
０
０
万
余
の
農
場
や
農
園

の
経
営
者
に
占
め
る
女
性
の

割
合
の
増
加
と
経
営
者
の
高

齢
化
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

同
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ
ラ

ジ
ル
が
報
じ
た
。

　

２
０
０
６
年
と
１
７
年
を

比
べ
る
と
、
女
性
経
営
者
は

１
２
・
７
％
か
ら
１
８
・
７
％

に
増
え
、
９
４
万
６
千
人

に
な
っ
た
。
配
偶
者
と
共

に
経
営
し
て
い
る
女
性
も

８
１
万
７
千
人
い
た
。

　

経
営
者
を
肌
の
色
別
に

見
る
と
、
白
人
は
男
性

３
８
・
５
９
％
で
女
性
６
・

８
３
％
（
以
下
、
男
性
＋

女
性
の
形
で
表
記
）、
褐

色
は
３
５
・
０
５
％
＋
９
・

４
２
％
、
黒
人
は
６
・

３
２
％
＋
２
・
０
６
％
、

先
住
民
は
０
・
８
３
％
＋

０
・
２
９
％
、
黄
色
は
０
・

５
１
％
＋
０
・
１
１
％
だ
っ

た
。

　

年
齢
別
に
見
る
と
、
２
５

歳
未
満
は
３
・
３
％
が
２
％

に
、
２
５
歳
以
上
３
５
歳
未

満
も
１
３
・
６
％
が
９
・
３
％

に
減
っ
た
が
、
６
５
歳
以
上

は
１
７
・
５
％
が
２
３
・
２
％

に
、
５
５
歳
以
上
６
５

歳
未
満
も
２
０
・
４
％
が

２
３
・
５
％
に
増
え
た
。
年

金
受
給
者
は
こ
の
間
に

９
２
％
増
え
た
と
い
う
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、
こ

の
間
の
経
営
者
の
平
均
年
齢

は
１
１
歳
伸
び
た
。
こ
れ
は

若
者
が
農
業
に
従
事
し
た
が

ら
ず
、
世
代
交
代
が
起
き
な

い
た
め
だ
。
こ
の
よ
う
な
状

況
改
善
に
は
、
若
者
が
農
業

に
就
き
た
い
と
思
う
よ
う
な

政
策
が
必
要
だ
。

　

ま
た
、
農
村
部
で
は
学
校

に
通
う
事
が
難
し
い
事
や
、

幼
少
時
か
ら
働
く
必
要
が
あ

る
た
め
か
、
５
０
０
万
余
り

の
農
場
や
農
園
の
経
営
者
の

１
５
・
５
％
は
学
校
に
通
っ
た

事
が
な
く
、
２
３
・
０
３
％

は
読
み
書
き
が
出
来
な
い
。

７
３
％
は
小
中
課
程
し
か

行
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
の

６
６
・
５
％
は
中
退
し
て
い

る
。
大
卒
は
２
８
万
３
千
人

で
、
大
学
院
卒
業
は
１
万
４

５
０
０
人
の
み
だ
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
長
男

の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
と
三

男
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議

（
共
に
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
は
、
連
邦
議
会
内
で
計

１
１
３
人
も
の
側
近
を
指
名

す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
の

側
近
指
名
に
は
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
の
リ
オ
州
議
時
代
の
疑

惑
職
員
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ

イ
ロ
ス
氏
が
関
与
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
２
５
日
付

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
て
い

る
。

　

ケ
イ
ロ
ス
氏
が
指
名
に
関

与
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
の
疑
惑
は
、「
オ
・
グ
ロ
ー

ボ
紙
」
が
公
開
し
た
録
音
で

生
じ
た
。
６
月
頃
に
行
わ
れ

た
と
お
ぼ
し
き
録
音
で
は
、

ケ
イ
ロ
ス
氏
が
「
大
統
領
の

息
子
２
人
が
側
近
を
求
め
て

い
る
の
で
、
応
募
者
と
し
て

名
前
を
書
き
に
き
た
」「
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
の
執
務
室
に
は
上

議
や
下
議
が
列
を
成
し
て
、

誰
そ
れ
を
職
員
と
し
て
使
っ

て
く
れ
と
交
渉
し
て
い
る
ん

だ
」な
ど
と
発
言
し
て
い
る
。

　

ケ
イ
ロ
ス
氏
は
リ
オ
州
議

時
代
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
職

員
で
、
家
族
を
含
む
他
の
複

数
の
幽
霊
職
員
か
ら
１
年
間

で
合
計
１
２
０
万
レ
ア
ル
の

振
込
み
を
受
け
て
い
た
疑
惑

が
昨
年
の
１
２
月
に
明
る
み

に
出
て
、
国
民
か
ら
強
い
批

判
を
受
け
た
後
、
長
期
間
、

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
は
上
院
の

第
３
書
記
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

氏
は
下
院
の
外
交
委
員
会
委

員
長
職
に
加
え
、
今
回
、
Ｐ

Ｓ
Ｌ
の
下
院
リ
ー
ダ
ー
に
も

就
い
た
た
め
、
通
常
の
議
員

が
指
名
で
き
る
秘
書
な
ど
の

他
に
も
、
各
役
職
に
関
連

し
た
職
員
を
指
名
で
き
る
。

１
１
３
人
の
内
２
４
人
は

２
万
レ
ア
ル
以
上
の
月
給
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
こ
れ
ま

で
に
指
名
し
た
職
員
は
、
議

員
執
務
室
に
１
８
人
、
リ
オ

州
の
事
務
所
に
７
人
、
第
３

書
記
の
仕
事
の
た
め
に
４
人

の
計
２
９
人
で
、
各
自
の
給

与
は
２
千
〜
２
万
７
千
レ
ア

ル
。
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
は
職
員

経
費
と
し
て
５
０
万
レ
ア
ル

を
使
う
権
利
が
あ
る
が
、
現

在
は
３
６
万
６
千
レ
ア
ル
を

払
っ
て
い
る
。
２
９
人
中
、

２
万
レ
ア
ル
以
上
受
け
取
っ

て
い
る
職
員
は
９
人
い
る
。

　

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
リ
オ
州

議
だ
っ
た
時
代
に
ケ
イ
ロ
ス

氏
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
な
幽
霊
職
員
に
よ
る
振

込
み
は
「
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ

（rach
ad
in
h
a

）」
と
呼

ば
れ
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
の

元
側
近
で
現
聖
州
議
の
ジ

ル
・
ジ
ニ
ス
氏
な
ど
も
同

様
の
疑
惑
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
Ｐ
Ｓ
Ｌ
前
下
院
リ
ー

ダ
ー
の
デ
レ
ガ
ー
ド
・
ヴ
ァ

ウ
ジ
ー
ル
氏
は
ケ
イ
ロ
ス
氏

の
録
音
報
道
後
、「
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
は
止
ま
ら
な
い
」

と
皮
肉
る
発
言
を
し
て
い

る
。

　

ボ
リ
ビ
ア
の
高
等
選
挙
裁

判
所
は
２
４
日
、
開
票
率
が

ほ
ぼ
１
０
０
％
に
達
し
た
時

点
で
、
改
め
て
エ
ヴ
ォ
・
モ

ラ
レ
ス
氏
の
当
選
を
発
表
し

た
。
だ
が
、
選
挙
中
に
疑
惑

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
米
州
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ａ
）
は
詳
細
な
調

査
を
求
め
て
い
る
。
２
５
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

２
４
日
の
開
票
率
は

９
９
・
９
７
％
で
、
エ
ヴ
ォ

氏
が
４
７
・
０
７
％
、
２

位
の
カ
ル
ロ
ス
・
メ
ー
ザ

氏
が
３
６
・
５
１
％
を
得

票
。
こ
の
時
点
で
、「
１
位

が
４
０
％
以
上
で
２
位
に

１
０
％
ポ
イ
ン
ト
以
上
の

差
」
と
い
う
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
ヴ
ォ

氏
の
４
度
目
の
当
選
が
認
め

ら
れ
た
。

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
開
票

中
の
２
０
日
夜
か
ら
約
２
４

時
間
、
集
計
作
業
が
止
ま
っ

た
地
域
が
出
る
な
ど
、
問
題

が
発
生
し
、
メ
ー
ザ
氏
や
反

エ
ヴ
ォ
派
の
国
民
か
ら
不
正

を
疑
う
声
が
出
て
い
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
Ｏ
Ｅ
Ａ

も
２
３
日
に
緊
急
会
議
を
開

き
、
決
選
投
票
を
行
う
こ
と

を
薦
め
て
い
た
。
米
国
や
伯

国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
も
決
選

投
票
を
求
め
た
が
、
エ
ヴ
ォ

氏
は
こ
れ
を
認
め
よ
う
と
は

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
結
果
を
得
て
も
、

Ｏ
Ｅ
Ａ
は
票
に
関
し
て
の
調

査
を
求
め
て
い
る
。

　

２
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

は
、
伯
国
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

に
住
む
ボ
リ
ビ
ア
人
に
よ
る

在
外
投
票
分
が
、
エ
ヴ
ォ
氏

の
再
選
を
後
押
し
し
た
と
報

じ
て
い
る
。

ローザ判事が判断覆す

農
園
経
営
へ
の
女
性
参
加
増
加

経
営
者
の
高
齢
化
傾
向
も
判
明

ケ
イ
ロ
ス
も
再
び
関
与
か
？

最高裁
刑執行投票

原
油
汚
染
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
与
？

（２）２０１９年 第５３５７号 １０月 ２６日 （土曜日）

エ
ヴ
ォ
の
当
選
を
再
度
発
表

Ｏ
Ｅ
Ａ
は
調
査
を
求
め
る

ボリビア大統領選



　
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
の
体た

い

験け
ん

を
も
と
に
著ち

ょ

し
た
『
夜よ

る

と
霧き

り

』
が
英え

い

語ご

版ば
ん

だ
け
で
９
０
０
万ま

ん

部ぶ

の
世せ

い

紀き

の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精せ

い

神し
ん

科か

医い

・
心し

ん

理り

学が
く

者し
ゃ

ヴ
ィ

ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
。
そ
の
講こ

う

演え
ん

録ろ
く

『
そ
れ
で
も
人じ

ん

生せ
い

に

イ
エ
ス
と
言い

う
』
と
い
う
本ほ

ん

を
読よ

ん
で
い
た
ら
、
感か

ん

動ど
う

的て
き

な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
見み

つ
け
た
。

　
フ
ラ
ン
ク
ル
が
か
つ
て
観み

た
患か

ん

者じ
ゃ

の
一ひ

と

人り

に
、
若わ

か

い
広こ

う

告こ
く

デ

ザ
イ
ナ
ー
が
い
た
。
彼か

れ

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
成せ

い

功こ
う

し
、
多た

忙ぼ
う

な
生せ

い

活か
つ

を
送お

く
っ
て
い
た
が
、
悪あ

く

性せ
い

で
手し

ゅ

術じ
ゅ
つも
で
き
な
い
脊せ

き

髄ず
い

腫し
ゅ

瘍よ
う

に
冒お

か

さ
れ
、
手て

足あ
し

が
麻ま

痺ひ

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
た
。
入

に
ゅ
う

院い
ん

し
て

仕し

事ご
と

を
あ
き
ら
め
た
彼か

れ

は
、
病

び
ょ
う

院い
ん

で
も
猛も

う

烈れ
つ

に
読ど

く

書し
ょ

を
し
た

り
、ラ
ジ
オ
で
音お

ん

楽が
く

を
聴き

き
、他ほ

か

の
患か

ん

者じ
ゃ

と
会か

い

話わ

を
交か

わ
し
て
、

入に
ゅ
う

院い
ん

生せ
い

活か
つ

を
意い

味み

あ
る
も
の
と
す
る
よ
う
努ど

力り
ょ
くを
続つ

づ

け
た
。

　

そ
の
う
ち
に
病

び
ょ
う

気き

が
進し

ん

行こ
う

し
て
、
つ
い
に
翌よ

く

日じ
つ

ま
で
持も

た
な

い
、
と
な
っ
た
時と

き

、
フ
ラ
ン
ク
ル
が
当と

う

直ち
ょ
く

医い

と
し
て
午ご

後ご

の
回か

い

診し
ん

で
、
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

の
そ
ば
を
通と

お

り
か
か
っ
た
。
患か

ん

者じ
ゃ

は
フ
ラ
ン

ク
ル
を
合あ

い

図ず

し
て
呼よ

び
寄よ

せ
、
苦く

る

し
い
息い

き

の
中な

か

で
、
フ
ラ
ン
ク

ル
に
こ
う
伝つ

た

え
た
。

　

午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うの
主し

ゅ

治じ

医い

は
回か

い

診し
ん

の
際さ

い

に
、
い
よ
い
よ
彼か

れ

の
死し

が

迫せ
ま
っ
た
ら
、
最さ

い

期ご

の
苦く

痛つ
う

を
和や

わ

ら
げ
る
た
め
に
モ
ル
ヒ
ネ
を
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

す
る
よ
う
看か

ん

護ご

ス
タ
ッ
フ
に
指し

示じ

し
た
。
そ
れ
を
耳み

み

に
し
た

彼か
れ

は
、
フ
ラ
ン
ク
ル
に
こ
う
言い

っ
た
。

　
だ
か
ら
、今こ

ん

夜や

で
私わ

た
しは
「
お
し
ま
い
」
だ
と
思お

も

う
、そ
れ
で
、

い
ま
の
う
ち
に
、
こ
の
回か

い

診し
ん

の
際さ

い

に
注

ち
ゅ
う

射し
ゃ

を
済す

ま
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
、
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
も
宿

し
ゅ
く

直ち
ょ
くの
看か

ん

護ご

婦ふ

に
呼よ

ば
れ

て
わ
ざ
わ
ざ
私わ

た
しの
た
め
に
安あ

ん

眠み
ん

を
妨さ

ま
た
げ
ら
れ
ず
に
す
む
で
し
ょ

う
か
ら
、と
。
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

は
人じ

ん

生せ
い

の
最さ

い

後ご

の
数す

う

時じ

間か
ん

で
も
ま
だ
、

ま
わ
り
の
人ひ

と

を
「
妨さ

ま
た
げ
」
ず
に
い
た
わ
ろ
う
と
気き

を
配く

ば
っ
て
い

た
の
で
す
。［
１
，　
７
７
６
］

　
「
ど
ん
な
す
ば
ら
し
い
広こ

う

告こ
く

デ
ザ
イ
ン
で
も
、
い
ま
お
話は

な

し

し
た
死し

ぬ
数す

う

時じ

間か
ん

前ま
え

の
ふ
る
ま
い
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
行お

こ
ない
に

は
か
な
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
フ
ラ
ン
ク
ル
は
自じ

身し
ん

の
感か

ん

動ど
う

を
伝つ

た

え
て
い
る
。 国こ

く

民み
ん

の「
根ね

っ
こ
」と
は
何な

に

か

　
　
　

フ
ラ
ン
ク
ル
心し

ん

理り

学が
く

か
ら

２０１９年
ねん

７月
がつ

２８日
にち

版
ばん

　
フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
人に

ん

間げ
ん

が
追つ

い

求き
ゅ
うで
き
る
価か

値ち

と
し
て
、
以い

下か

の
３
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

を
例れ

い

に
説せ

つ

明め
い

し
よ
う
。

創そ
う

造ぞ
う

価か

値ち

：
「
な
に
か
を
行お

こ
な
う
こ
と
、
活か

つ

動ど
う

し
た
り
創そ

う

造ぞ
う

し

た
り
す
る
こ
と
、
自じ

分ぶ
ん

の
仕し

事ご
と

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
こ
と
」
で
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
価か

値ち

。
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

の
例れ

い

で
は
、
広こ

う

告こ
く

デ
ザ
イ
ン
に
当あ

た

る
。

体た
い

験け
ん

価か

値ち

：
「
な
に
か
を
体た

い

験け
ん

す
る
こ
と
、
自し

然ぜ
ん

、
芸げ

い

術じ
ゅ
つ、

人に
ん

間げ
ん

を
愛あ

い

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
価か

値ち

。
入

に
ゅ
う

院い
ん

後ご

に
本ほ

ん

を
読よ

ん
だ
り
、ラ
ジ
オ
で
音お

ん

楽が
く

を
聴き

い
て
感か

ん

動ど
う

す
る
こ
と
。

態た
い

度ど

価か

値ち

：
「
自じ

分ぶ
ん

の
可か

能の
う

性せ
い

が
制せ

い

約や
く

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
運う

ん

命め
い

で
あ
り
、
避さ

け
ら
れ
ず
に
逃の

が

れ
ら
れ
な
い
事じ

実じ
つ

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
事じ

実じ
つ

に
対た

い

し
て
ど
ん
な

態た
い

度ど

を
と
る
か
」
と
い
う
こ
と
に
よ
り
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
る
価か

値ち

。
死し

の
数す

う

時じ

間か
ん

前ま
え

に
も
フ
ラ
ン
ク
ル
に
気き

遣づ
か

い
を
し
た
こ
と
。

　
こ
の
３
つ
の
価か

値ち

の
う
ち
、
患か

ん

者じ
ゃ

が
最さ

い

後ご

の
最さ

い

後ご

で
実じ

つ

現げ
ん

で

き
た
の
が
、
態た

い

度ど

価か

値ち

で
あ
っ
た
。
態た

い

度ど

価か

値ち

は
、
ベッ
ド
で

数す
う

時じ

間か
ん

後ご

の
死し

を
待ま

つ
患か

ん

者じ
ゃ

も
、
ま
た
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
す
べ

て
の
財ざ

い

産さ
ん

も
行こ

う

動ど
う

の
自じ

由ゆ
う

を
奪う

ば

わ
れ
た
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

で
も
、
追つ

い

求き
ゅ
うで

き
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
自じ

身し
ん

が
、
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
中な

か

で
、

彼か
れ

な
り
の
態た

い

度ど

価か

値ち

を
発は

っ

揮き

し
て
い
た
。
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

た
ち
が
考か

ん
が
え

る
こ
と
と
言い

っ
た
ら
、
日ひ

に
一い

ち

度ど

の
食

し
ょ
く

事じ

で
配く

ば

ら
れ
る
ス
ー
プ

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
浮う

か
ん
で
い
た
ら
よ
い
な
あ
、
と
か
、
仕し

事ご
と

を
始は

じ

め
る
前ま

え

に
、
こ
わ
い
監か

ん

督と
く

に
あ
た
る
か
、
や
さ
し
い
監か

ん

督と
く

に
あ
た
る
か
、
と
い
う
目め

の
前ま

え

の
事こ

と

ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。

　
フ
ラ
ン
ク
ル
は
「
も
っ
と
人に

ん

間げ
ん

に
ふ
さ
わ
し
い
」
こ
と
で
悩な

や

も
う
と
気き

を
取と

り
直な

お

し
て
み
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な

い
。
そ
こ
で
、
今い

ま

の
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

生せ
い

活か
つ

か
ら
距き

ょ

離り

を
お
い
て
、
高た

か

い
位い

置ち

か
ら
眺な

が

め
て
み
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

生せ
い

活か
つ

が
終お

わ
っ
て
、
自じ

分ぶ
ん

が
ウ
ィ
ー
ン
の
市し

民み
ん

大だ
い

学が
く

の
講こ

う

壇だ
ん

に
立た

っ

て
、
い
ま
ま
さ
に
体た

い

験け
ん

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
講こ

う

演え
ん

を
し
て

い
る
の
だ
と
想そ

う

像ぞ
う

し
た
。

　

そ
の
講こ

う

演え
ん

に
は
「
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
心し

ん

理り

学が
く

」
と
題だ

い

ま
で
つ

け
た
。
実じ

っ

際さ
い

に
、
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
っ
て
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

か
ら
解か

い

放ほ
う

さ
れ
て

す
ぐ
、
そ
の
時と

き

に
考か

ん
が
え
た
内な

い

容よ
う

を
ベ
ー
ス
に
講こ

う

演え
ん

を
し
た
の
が
、

こ
の
本ほ

ん

な
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
ル
の
よ
う
に
、
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
過か

酷こ
く

な
日ひ

び々

の
中な

か

で
も
、「
も
っ
と
人に

ん

間げ
ん

に
ふ
さ
わ
し
い
」
態た

い

度ど

を
と
っ
た
囚

し
ゅ
う

人じ
ん

も
少す

く

な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼か

れ

は
言い

う
。

　
ま
さ
に
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

で
、
ま
さ
に
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
体た

い

験け
ん

を

通と
お

し
て
、
内な

い

面め
ん

的て
き

に
前ぜ

ん

進し
ん

し
、
内な

い

面め
ん

的て
き

に
自じ

己こ

超ち
ょ
う

越え
つ

し
て
成せ

い

長ち
ょ
うし
、
ほ
ん
と
う
に
大お

お

き
な
人に

ん

間げ
ん

に
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
た
く
さ
ん
の

ケ
ー
ス
を
知し

っ
て
い
ま
す
。［
１
，　
１
２
６
９
］

　
ニ
ー
チ
ェ
は
「
生い

き
る
こ
と
に
内な

い

容よ
う

、
つ
ま
り
理り

由ゆ
う

が
あ
る

人ひ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
ど
の
よ
う
な
状

じ
ょ
う

態た
い

に
も
耐た

え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
言い

っ
た
そ
う
な
。
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
よ
う
な
極

き
ょ
く

限げ
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

で
生い

き
抜ぬ

く
に
は
、
自じ

分ぶ
ん

が
生い

き
続つ

づ

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理り

由ゆ
う

、

意い

味み

を
、
し
っ
か
り
意い

識し
き

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ク
ル
の
い
た
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

の
棟む

ね

に
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
か
ら
連れ

ん

行こ
う

さ
れ
た
脚

き
ゃ
く

本ほ
ん

家か

が
い
た
。
彼か

れ

は
あ
る
日ひ

、
夢ゆ

め

の
中な

か

で
「
私

わ
た
し

は
未み

来ら
い

を
予よ

言げ
ん

で
き
る
。
知し

り
た
い
こ
と
を
問と

え
」
と
い
う
声こ

え

を
聞き

い
た
。
そ
こ
で
彼か

れ

は
「
ア
メ
リ
カ
の
部ぶ

隊た
い

が
や
っ
て
き
て

私わ
た
した
ち
を
解か

い

放ほ
う

し
て
く
れ
る
の
は
い
つ
か
」
と
質し

つ

問も
ん

し
た
。
答こ

た

え
は
「
３
月が

つ

３
０
日に

ち

」
だ
っ
た
。

　

３
月が

つ

中な
か

頃ご
ろ

、
フ
ラ
ン
ク
ル
は
発は

っ

疹し
ん

チ
フ
ス
に
か
か
っ
て
衛え

い

生せ
い

室し
つ

に
入い

れ
ら
れ
た
。
４
月が

つ

１
日た

ち

に
回か

い

復ふ
く

し
て
棟む

ね

に
戻も

ど

る
と
、

彼か
れ

の
姿す

が
たは
無な

か
っ
た
。
聞き

く
と
、
３
月が

つ

の
終お

わ
り
が
近ち

か

づ
い
て

も
、
戦せ

ん

況き
ょ
うは
一い

っ

向こ
う

に
良よ

く
な
ら
ず
、
彼か

れ

は
ど
ん
ど
ん
元げ

ん

気き

を

失う
し
な
っ
て
い
っ
た
。３
月が

つ

２
９
日に

ち

に
発は

っ

疹し
ん

チ
フ
ス
で
高こ

う

熱ね
つ

を
出だ

し
、

３
０
日に

ち

に
意い

識し
き

を
失う

し
ない
、
３
１
日に

ち

に
亡な

く
な
っ
た
。

　

３
月が

つ

３
０
日に

ち

に
解か

い

放ほ
う

さ
れ
る
と
い
う
希き

望ぼ
う

こ
そ
、
彼か

れ

が
今い

ま

の
苦く

る

し
い
収

し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

生せ
い

活か
つ

を
耐た

え
忍し

の

ぶ
心こ

こ
ろの
支さ

さ

え
だ
っ
た
。
そ
れ

が
失う

し
なわ
れ
た
途と

端た
ん

に
、
死し

ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
は
精せ

い

神し
ん

科か

医い

と
し
て
、
心こ

こ
ろ
を
病や

ん
だ
患か

ん

者じ
ゃ

に

対た
い

す
る
治ち

療り
ょ
う

法ほ
う

は
、
第だ

い

一い
ちに
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
支さ

さ

え
、
す
な
わ
ち
生い

き
て
い
る
こ
と
の
意い

味み

を
与あ

た

え
る
こ
と
だ
っ
た
、
と
い
う
。
人に

ん

間げ
ん

は
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

の
意い

味み

を
必ひ

つ

要よ
う

と
す
る
存そ

ん

在ざ
い

だ
。

　

す
べ
て
の
可か

能の
う

性せ
い

を
奪う

ば

わ
れ
た
極

き
ょ
く

限げ
ん

の
状

じ
ょ
う

態た
い

で
も
、
人に

ん

間げ
ん

に

は
態た

い

度ど

価か

値ち

を
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
自じ

由ゆ
う

は
あ
る
事こ

と

、
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
っ
て
得え

ら
れ
る
意い

味み

が
人に

ん

間げ
ん

を
支さ

さ

え
る
こ
と
。
こ
の
フ
ラ

ン
ク
ル
の
指し

摘て
き

か
ら
思お

も

い
起お

こ
し
た
の
は
、
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

た
ち
の

生い

き
様ざ

ま

で
あ
る
。

　

筆ひ
っ

者し
ゃ

は
こ
の
春は

る

、
知ち

覧ら
ん

特と
っ

攻こ
う

平へ
い

和わ

記き

念ね
ん

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
、
出

し
ゅ
つ

撃げ
き

前ぜ
ん

日じ
つ

の
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

た
ち
５
人に

ん

が
仔こ

犬い
ぬ

を
抱だ

い
て
に
こ
や
か
に
微ほ

ほ

笑え

ん
で
い
る
写し

ゃ

真し
ん

を
見み

て
衝

し
ょ
う

撃げ
き

を
受う

け
た
。
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

と
言い

っ

て
も
、
１
７
歳さ

い

か
ら
１
９
歳さ

い

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

飛ひ

行こ
う

兵へ
い

た
ち
だ
。
明あ

日す

に
も
死し

を
迎む

か

え
る
過か

酷こ
く

な
運う

ん

命め
い

を
前ま

え

に
し
て
、
ど
う
し
た
ら
こ

ん
な
あ
ど
け
な
い
笑え

顔が
お

を
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
、
と
不ふ

思し

議ぎ

で
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
写し

ゃ

真し
ん

が
残の

こ

さ
れ
た
い
き
さ
つ
は
こ
う
だ
。
出

し
ゅ
つ

撃げ
き

の
前ぜ

ん

日じ
つ

に
少

し
ょ
う

年ね
ん

た
ち
が
仔こ

犬い
ぬ

と
戯た

わ
む
れ
て
い
る
所と

こ
ろ
を
、
偶ぐ

う

然ぜ
ん

通と
お

り
か
か
っ

た
新し

ん

聞ぶ
ん

記き

者し
ゃ

が
「
君き

み

た
ち
は
い
つ
出

し
ゅ
つ

撃げ
き

で
す
か
？
」
と
聞き

い
た
。

「
私わ

た
し
た
ち
は
い
よ
い
よ
明あ

日す

出し
ゅ
つ

撃げ
き

し
ま
す
。
で
っ
か
い
敵て

き

艦か
ん

を

沈し
ず

め
て
み
せ
ま
す
」
と
決け

つ

意い

溢あ
ふ

れ
る
返へ

ん

事じ

が
返か

え
っ
て
き
た
の
で
、

慌あ
わ

て
て
撮さ

つ

影え
い

し
た
と
い
う
。

　

彼か
れ

ら
が
幼お

さ
な
く
て
、
死し

の
怖こ

わ

さ
も
理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た
と
思お

も

う

の
は
間ま

違ち
が

い
だ
。
飛ひ

行こ
う

兵へ
い

た
ち
は
三さ

ん

角か
く

兵へ
い

舎し
ゃ

と
い
う
窓ま

ど

も
な

い
、
半は

ん

地ち

下か

の
建た

て

物も
の

で
起き

居き
ょ

し
て
い
た
が
、
不ふ

寝し
ん

番ば
ん

が
夜よ

中な
か

に

見み

て
回ま

わ

る
と
、
頭あ

た
ま
か
ら
す
っ
ぽ
り
毛も

う

布ふ

を
被か

ぶ
っ
て
、
肩か

た

を
震ふ

る

わ

せ
な
が
ら
泣な

い
て
い
る
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

員い
ん

も
多お

お

か
っ
た
と
い
う
。

　

知ち

覧ら
ん

特と
っ

攻こ
う

平へ
い

和わ

会か
い

館か
ん

で
も
う
３
０
年ね

ん

近ち
か

く
も
語か

た

り
部べ

と
し

て
、
来ら

い

館か
ん

者し
ゃ

に
特と

っ

攻こ
う

兵へ
い

た
ち
の
思お

も

い
を
語か

た
っ
て
き
た
川か

わ

床ど
こ

剛た
け

士し

氏し

は
、
彼か

れ

ら
の
心し

ん

中ち
ゅ
うを
こ
う
推お

し
量は

か

る
。

　
特と

っ

攻こ
う

作さ
く

戦せ
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
頃こ

ろ

の
鹿か

児ご

島し
ま

は
、
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

の
空く

う

襲
し
ゅ
う

に
よ
り
大お

お

き
な
被ひ

害が
い

を
受う

け
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
祖そ

国こ
く

の
現げ

ん

状じ
ょ
うを
見み

た
特と

っ

攻こ
う

隊た
い

の
若わ

か

者も
の

た
ち
は
、「
あ
あ
、
も
う
日に

本ほ
ん

は
負ま

け
る
の
だ
ろ
う
」
と
思お

も
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、

戦せ
ん

争そ
う

に
負ま

け
る
の
を
た
だ
手て

を
こ
ま
ね
い
て
待ま

っ
て
い
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

　

自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
敵て

き

艦か
ん

を
一い

っ

隻せ
き

で
も
二に

隻せ
き

で
も
沈し

ず

め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
祖そ

国こ
く

が
救す

く

わ
れ
、
親お

や

き
ょ
う
だ
い
が
助た

す

か
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
立り

っ

派ぱ

な
命い

の
ちの
使つ

か

い
方か

た

で
は
な
い
か
。
そ
し

て
戦せ

ん

争そ
う

が
終お

わ
れ
ば
、
き
っ
と
ま
た
日に

本ほ
ん

が
復ふ

っ

興こ
う

す
る
時と

き

が
来く

る
。
そ
の
時と

き

、
後あ

と

に
残の

こ
っ
た
者も

の

た
ち
が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
分ぶ

ん

ま
で
一い

っ

所し
ょ

懸け
ん

命め
い

、
祖そ

国こ
く

再さ
い

建け
ん

に
向む

か
っ
て
頑が

ん

張ば

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
―
。

　
そ
の
よ
う
に
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
特と

っ

攻こ
う

で
死し

ぬ
こ
と
に
よ
っ
て
、

再ふ
た
たび
素す

晴ば

ら
し
い
祖そ

国こ
く

が
築き

ず

か
れ
る
に
違ち

が

い
な
い
と
い
う
願ね

が

い

と
祈い

の

り
、
何な

に

よ
り
後あ

と

に
残の

こ

る
者も

の

た
ち
を
信し

ん

じ
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
こ
そ
、
彼か

れ

ら
は
笑え

顔が
お

で
沖お

き

縄な
わ

の
空そ

ら
へ
旅た

び

立だ

っ
て
い
け
た
の

だ
と
私わ

た
しは
思お

も

い
ま
す
。［
２
］

　

そ
う
は
思お

も

っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
未み

練れ
ん

が
残の

こ

る
の
が
、
人に

ん

間げ
ん

で
あ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよ
うな話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。よ
り多

おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習
者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくださ
い。            （ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

を
生い

き
延の

び
た

　

精せ
い

神し
ん

科か

医い

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
心し

ん

理り

学が
く

で
、　

　
　
　
　
　
　
　
　

国こ
く

民み
ん

の
「
根ね

っこ
」
を
考か

ん
が

え
て
み
れ
ば

（３） ２０１９年第５３５７号 	１０月	２６日	（土曜日）

　
そ
れ
に
は
死し

ぬ
こ
と
へ
の
恐

き
ょ
う

怖ふ

、
せ
っ
か
く
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
こ

の
世よ

に
生う

ま
れ
た
の
に
、
僅わ

ず

か
十

じ
ゅ
う

七し
ち

、
十

じ
ゅ
う

八は
っ

歳さ
い

で
死し

な
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
悔く

や

し
い
思お

も

い
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

彼か
れ

ら
に
も
い
ま
を
生い

き
る
若わ

か

者も
の

と
同お

な

じ
よ
う
に
夢ゆ

め

が
あ
り
、
希き

望ぼ
う

が
あ
り
、
や
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

　
愛あ

い

す
る
祖そ

国こ
く

や
家か

族ぞ
く

の
た
め
に
と
い
う
思お

も

い
と
、
夢ゆ

め

と
希き

望ぼ
う

を
諦あ

き
らめ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悔く

や

し
さ
と
の
葛か

っ

藤と
う

。
そ
の
葛か

っ

藤と
う

を

抱か
か

え
な
が
ら
、
前ぜ

ん

夜や

に
三さ

ん

角か
く

兵へ
い

舎し
ゃ

で
泣な

く
だ
け
泣な

い
て
、
翌よ

く

朝あ
さ

に
は
仲な

か

間ま

た
ち
と
「
俺お

れ

も
頑が

ん

張ば

る
か
ら
な
」
と
、
互た

が

い
に

肩か
た

を
叩た

た

い
て
励は

げ

ま
し
合あ

い
出

し
ゅ
つ

撃げ
き

し
て
いっ
た
の
で
す
。［
２
］

　

立り
っ

派ぱ

な
態た

い

度ど

価か

値ち

で
あ
る
。
そ
し
て
敵て

き

艦か
ん

を
一い

っ

隻せ
き

で
も
沈し

ず

め

て
、
そ
れ
が
祖そ

国こ
く

と
親お

や

兄き
ょ
う

弟だ
い

を
救す

く

う
と
い
う
こ
と
、
後あ

と

に
残の

こ

る
人ひ

と

々び
と

が
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
分ぶ

ん

ま
で
祖そ

国こ
く

の
復ふ

っ

興こ
う

に
尽つ

く
し
て
く
れ

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
思お

も

い
が
、
彼か

れ

ら
の
生せ

い

に
意い

味み

を
与あ

た

え
、
彼か

れ

ら
の
心こ

こ
ろを
支さ

さ

え
て
、
仔こ

犬い
ぬ

と
遊あ

そ

ぶ
笑え

顔が
お

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

創そ
う

造ぞ
う

価か

値ち

、
体た

い

験け
ん

価か

値ち

、
態た

い

度ど

価か

値ち

を
比ひ

較か
く

し
て
み
る
と
、

態た
い

度ど

価か

値ち

こ
そ
も
っ
と
も
他ほ

か

の
人ひ

と

々び
と

の
共

き
ょ
う

感か
ん

を
呼よ

ぶ
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
こ
ん
な
事じ

例れ
い

で
考か

ん
が
え
て
見み

た
ら
、
分わ

か
る
だ
ろ
う
。
あ
る
人ひ

と

が
、
自じ

分ぶ
ん

の
父ち

ち

親お
や

に
つ
い
て
、
次つ

ぎ

の
よ

う
に
語か

た
っ
た
と
す
る
。

・自じ

分ぶ
ん

の
父ち

ち

親お
や

は
事じ

業ぎ
ょ
うに
成せ

い

功こ
う

し
て
、莫ば

く

大だ
い

な
財ざ

い

産さ
ん

を
残の

こ

し
た
。

（
創そ

う

造ぞ
う

価か

値ち

）

・
外が

い

国こ
く

で
も
多お

お

く
の
人ひ

と

を
雇や

と
っ
て
、
そ
の
国く

に

の
政せ

い

府ふ

か
ら
表

ひ
ょ
う

彰
し
ょ
う

を
受う

け
て
、
誇ほ

こ

ら
し
く
思お

も
っ
た
。（
体た

い

験け
ん

価か

値ち

）

・
父ち

ち

親お
や

は
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

を
家か

族ぞ
く

の
よ
う
に
大た

い

切せ
つ

に
し
て
、
会か

い

社し
ゃ

が

苦く
る

し
い
時と

き

も
、
一ひ

と

人り

も
首く

び

に
せ
ず
に
頑が

ん

張ば

っ
た
。
そ
れ
に
応こ

た

え

て
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

も
奮ふ

ん

闘と
う

し
て
、
つ
い
に
事じ

業ぎ
ょ
うに
成せ

い

功こ
う

し
た
。（
態た

い

度ど

価か

値ち

）

　
「
財ざ

い

産さ
ん

を
残の

こ

し
た
」
と
か
「
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受う

け
た
」
と
い
う
の
は
、

父ち
ち

親お
や

の
生い

き
様ざ

ま

の
結け

っ

果か

で
あ
る
。
そ
の
結け

っ

果か

だ
け
を
息む

す

子こ

が

云う
ん

々ぬ
ん

し
て
も
「
自じ

慢ま
ん

」
で
し
か
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
自じ

分ぶ
ん

の
人じ

ん

生せ
い

で
何な

に

か
を
学ま

な

ぶ
事こ

と

は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
よ
り
も
「
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

を
家か

族ぞ
く

の
よ
う
に
大た

い

切せ
つ

に
し
て

云う
ん

々ぬ
ん

」
と
父ち

ち

親お
や

の
態た

い

度ど

価か

値ち

に
つ
い
て
語か

た

る
こ
と
で
、
息む

す

子こ

は

そ
の
姿し

勢せ
い

に
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
と
と
も
に
、
父ち

ち

親お
や

を
「
誇ほ

こ

り
」
に
思お

も

う
だ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
自じ

分ぶ
ん

も
や
が
て
、
立り

っ

派ぱ

な
父ち

ち

親お
や

に

恥は

じ
な
い
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

に
な
ろ
う
、
と
い
う
志

こ
こ
ろ
ざ
しが
生う

ま
れ
る
。
先せ

ん

祖ぞ

の
態た

い

度ど

価か

値ち

に
共

き
ょ
う

感か
ん

す
る
処と

こ
ろ
か
ら
、
子し

孫そ
ん

は
誇ほ

こ

り
と
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

抱い
だ

く
の
で
あ
る
。

　

筆ひ
っ

者し
ゃ

は
拙せ

っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い

日に

本ほ
ん

』［
ａ
］
の
中な

か

で
、「
自じ

国こ
く

に
対た

い

す
る
自じ

信し
ん

と
誇ほ

こ

り
と
愛あ

い

情じ
ょ
う」
を
「
根ね

っ
こ
」
と
呼よ

び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時じ

代だ
い

に
生い

き
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

こ
そ
、
そ
の
「
根ね

っ
こ
」
を
強つ

よ

く
太ふ

と

く
伸の

ば
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
説と

い
た
。
そ
の
「
根ね

っ
こ
」
に
つ
い
て
は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

１
．
人じ

ん

生せ
い

の
最さ

い

後ご

の
数す

う

時じ

間か
ん

で
も

　
　

ま
わ
り
の
人ひ

と

に

　
　

気き

を
配く

ば

っ
て
い
た
青せ

い

年ね
ん

２
．
態た

い

度ど

価か

値ち

は
人に

ん

間げ
ん

が

　
　

最さ
い

期ご

ま
で
追つ

い

求き
ゅ
う

で
き
る

　

自じ

動ど
う

車し
ゃ

生せ
い

産さ
ん

と
か
国こ

く

民み
ん

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

の
よ
う
に
共

き
ょ
う

通つ
う

尺し
ゃ
く

度ど

で

優ゆ
う

劣れ
つ

を
競き

そ

う
よ
う
な
お
国く

に

自じ

慢ま
ん

で
は
、
互た

が

い
の
国く

に

に
対た

い

す
る

理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
よ
う
な
会か

い

話わ

は
成な

り
立た

ち
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、

自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

に
と
っ
て
も
虚き

ょ

栄え
い

心し
ん

を
満ま

ん

足ぞ
く

さ
せ
る
だ
け
の
こ
と

で
、
深ふ

か

い
と
こ
ろ
で
自じ

分ぶ
ん

を
支さ

さ

え
る
自じ

信し
ん

や
誇ほ

こ

り
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
で
は
な
く
、
固こ

有ゆ
う

の
歴れ

き

史し

や
文ぶ

ん

化か

、
国く

に

柄が
ら

な
ど
、
自じ

分ぶ
ん

の
先せ

ん

祖ぞ

が
営え

い

々え
い

と
築き

ず

い
て
き
た
も
の
に
関か

ん

す
る
愛あ

い

着ち
ゃ
くの
籠こ

も
っ

た
お
国く

に

自じ

慢ま
ん

で
な
け
れ
ば
、
我わ

れ

々わ
れ

を
心こ

こ
ろの
底そ

こ

で
支さ

さ

え
て
く
れ
る

「
根ね

っ
こ
」
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
す
。［
ａ
，　
ｐ
１
６
］

　

態た
い

度ど

価か

値ち

の
概が

い

念ね
ん

を
使つ

か

え
ば
、
こ
の
点て

ん

を
簡か

ん

明め
い

に
言い

い
直な

お

せ
る
。
す
な
わ
ち
、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

生せ
い

産さ
ん

と
か
国こ

く

民み
ん

総そ
う

生せ
い

産さ
ん

な
ど
は
、

国こ
く

民み
ん

の
活か

つ

動ど
う

の
結け

っ

果か

と
し
て
生う

ま
れ
た「
創そ

う

造ぞ
う

価か

値ち

」で
あ
る
。

そ
れ
は
親お

や

の
金か

ね

持も

ち
ぶ
り
を
自じ

慢ま
ん

す
る
よ
う
な
も
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

を
励は

げ

ま
す
志

こ
こ
ろ
ざ
しに
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
「
固こ

有ゆ
う

の
歴れ

き

史し

や
文ぶ

ん

化か

、
国く

に

柄が
ら

な
ど
、
自じ

分ぶ
ん

の
先せ

ん

祖ぞ

が
営え
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Japão celebra cerimônia de 
entronização do imperador

Ministro da Indústria do Japão 
renuncia ao cargo

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Cerimônia de entronização do imperador (23/10/2019)

Política (25/10/2019)

As pessoas no Japão e ao 
redor do mundo tiveram a 
oportunidade de assistir a 
uma série de eventos que 
marcaram a ascensão do 
novo imperador do Japão. 
O imperador Naruhito as-
cendeu ao trono em maio 
e, na terça-feira, dignitá-
rios do Japão e de outros 
países celebraram sua en-
tronização.
Depois de trocar cumpri-
mentos de congratulação 
com o casal imperial, os 
convidados atenderam ao 
primeiro de quatro ban-
quetes da corte realizados 
para celebrar a ocasião.
Vestindo trajes formais, 

Após relatos sobre uma 
possível violação da lei 
eleitoral, Isshu Sugawara, 
ministro da Indústria do 
Japão, renunciou ao seu 
cargo.
A renúncia de Sugawara 
aconteceu na sexta-fei-
ra, depois da publicação, 
numa revista semanal, 
segundo a qual ele teria 
oferecido melões, caran-
guejos e outros presentes 
aos eleitores de seu distri-
to por volta de 2007.

muitos dos 400 convida-
dos, provenientes de mais 
de 180 países, são chefes 
de estado e de governo. 
Foi servido um jantar tra-
dicional japonês de nove 
pratos, e o primeiro ban-
quete terminou no final do 
mesmo dia.
No início da tarde da terça-
feira, os convidados aten-
deram ao principal evento 
do dia — a cerimônia tra-
dicional de entronização, 
na qual o imperador de-
clara a sua ascensão.
Em sua declaração, o im-
perador Naruhito disse “eu 
aqui declaro que irei agir 
de acordo com a Consti-

Na quinta-feira a revista 
Shukan Bunshun também 
havia publicado que um 
secretário de Sugawara te-
ria feito uma oferenda de 
pêsames em dinheiro à fa-
mília de um simpatizante.
Na sexta-feira, Sugawa-
ra disse à imprensa que 
o Ministério da Indústria 
tem várias questões pen-
dentes, e que ele não quer 
que relatos sobre suas 
atividades políticas atra-
palhem as deliberações 

tuição e cumprir minha 
responsabilidade como o 
símbolo do Estado e da 
união entre as pessoas do 
Japão, ao mesmo tempo 
em que sempre desejarei 
felicidade a todos e paz 
para o mundo, direcionan-
do meus pensamentos às 
pessoas e me colocando 
ao seu lado. Eu espero, 
sinceramente, que nosso 
país, através da sabedoria 
e do esforço constante do 
nosso povo, alcance um 
maior desenvolvimento e 
contribua para a amizade 
e a paz da comunidade 
internacional e para o bem
-estar e prosperidade da 

do Parlamento. Ele pediu 
desculpas por renunciar 
antes do final de seu man-
dato.
O primeiro-ministro Shin-
zo Abe também pediu 
desculpas, dizendo ser 
responsável pela nome-
ação de Sugawara. Abe 
acrescentou que não de-
veria haver atrasos em 
deliberações sobre seto-
res importantes, como a 
indústria e o comércio, e 
que ele pretende nomear o 

humanidade”.
O primeiro-ministro Shin-
zo Abe pronunciou um 
discurso congratulatório e 
fez três rodadas de “ban-
zai”, uma exclamação tra-
dicional japonesa desejan-
do vida longa.
Um cortejo de carros esta-
va planejado para o mes-
mo dia, mas o governo 
adiou o evento para que 
os recursos disponíveis 
possam ser focados nos 
esforços de recuperação 
das áreas que foram afeta-
das pelo tufão Hagibis. O 
cortejo imperial está pro-
gramado para ocorrer no 
dia 10 de novembro.

ex-ministro da revitaliza-
ção regional Hiroshi Ka-
jiyama para o cargo.
Hiroshi Kajiyama tem 64 
anos e foi eleito pela pri-
meira vez para a Câma-
ra Baixa do Parlamento 
japonês em 2002 como 
membro do Partido Li-
beral Democrático. Ele 
presidiu dois comitês da 
Câmara Baixa, um sobre 
terrenos e transportes, e 
um especial sobre desas-
tres.

Brasileiros descendentes de 
japoneses celebram entronização 
do Imperador Naruhito

Cerimônia de entronização do imperador (23/10/2019)

Brasileiros descendentes 
de japoneses realizaram um 
evento em São Paulo para 
celebrar a entronização do 
Imperador Naruhito do Ja-
pão na terça-feira.
O evento foi realizado no 
mesmo dia da cerimônia 
no Japão, durante a qual o 

imperador proclamou sua 
entronização. Cerca de mil 
pessoas, incluindo repre-
sentantes da comunidade 
nikkei, participaram. Parti-
cipantes realizaram perfor-
mances, como por exemplo 
danças tradicionais japone-
sas.

Premiê do Japão pede que 
Coreia do Sul corrija situação 
atual entre os dois países

Passam de US$ 900 milhões prejuízos 
deixados pelo recente tufão no Japão

Coreia do Sul (24/10/2019)

Tufão (24/10/2019)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, pediu 
ao seu colega da Coreia do 
Sul, Lee Nak-yon, que não 
deixe as relações bilaterais 
fragilizadas.
Os dois líderes se reuniram 
por cerca de 20 minutos, 
na quinta-feira, em Tóquio. 
Lee encontra-se na capital 
japonesa após ter compare-
cido, na terça-feira, à ceri-
mônia de entronização do 
imperador Naruhito.
No encontro, Abe ressaltou 
que a cooperação com a 
Coreia do Sul e as relações 
trilaterais com os Estados 
Unidos são importantes 
já que envolvem questões 
como a Coreia do Norte.
Os laços ficaram fragiliza-
dos após uma série de deci-
sões tomadas por tribunais 
sul-coreanos a partir de 
outubro do ano passado. 
Empresas japonesas fo-
ram ordenadas a indenizar 
coreanos que afirmam ter 
sido obrigados a trabalhar 
para elas durante a Segun-
da Guerra Mundial. O go-
verno japonês, por sua vez, 

O Ministério da Agricul-
tura, Silvicultura e Pesca 
do Japão informa que pas-
sa de 900 milhões de dóla-
res a avaliação dos estra-
gos causados ao setor pelo 
tufão Hagibis.
Na manhã desta quinta-fei-
ra, a pasta divulgou um re-
latório atualizado sobre os 
prejuízos financeiros cal-
culados em 38 províncias 
japonesas.
Foram danificadas, no 
mínimo, 7 mil instala-
ções agropecuárias — por 
exemplo, reservatórios e 
escoadouros —, com cus-
to estimado de reparos na 
casa dos 350 milhões de 
dólares.
O total correspondente a 
arroz, maçãs e diversos 
produtos agrícolas ficou 

sustenta que a questão foi 
resolvida por um acordo 
firmado em 1965.
Shinzo Abe pediu nova-
mente que a Coreia do Sul 
corrija a situação atual, que 
o Japão enxerga como sen-
do uma violação do direito 
internacional.
Ele expressou o desejo de 
que as comunicações di-
plomáticas tenham conti-
nuidade visando resolver 
as questões.
Já Lee Nak-yon respondeu 
que seu país compartilha a 
compreensão quanto a im-
portância do diálogo.
Lee também entregou uma 
carta do presidente sul-co-
reano Moon Jae-in para 
Abe. O governo da Coreia 
do Sul diz que, na carta, 
Moon parabeniza o Japão 
pelo início da Era Reiwa 
e expressa o desejo pelo 
desenvolvimento dos la-
ços bilaterais. Diz ainda 
que não consta nenhuma 
proposta concreta para a 
realização de uma cúpula 
entre o presidente Moon e 
o primeiro-ministro Abe.

em torno de 78 milhões de 
dólares.
Os estragos em estradas 
florestais, madeireiras e 
outras instalações relacio-
nadas à silvicultura são 
avaliados em aproximada-
mente 245 milhões de dó-
lares.
O montante de prejuízos 
em portos pesqueiros e ins-
talações de pesca equivale 
a 87 milhões de dólares.
Funcionários do ministério 
preveem que o total de per-
das aumentará simultanea-
mente à coleta de novos 
dados, especialmente em 
áreas onde houve transbor-
damento de rios.
Explicam que medidas de 
auxílio estão sendo defini-
das para as pessoas afeta-
das.

Jorge Yamashita, o 1º vi-
ce-presidente da Sociedade 
Brasileira de Cultura Japo-
nesa e de Assistência Social, 
ou Bunkyo, que organizou o 
evento, disse que este ano 
marca os 111 anos do início 
da imigração de japoneses 
ao Brasil. Ele manifestou 

esperança de que o evento 
aproxime antigas e novas 
gerações e ajude a recon-
quistar o orgulho étnico.
O imperador visitou a ci-
dade em 2008 quando era 
príncipe-herdeiro e parti-
cipou de uma cerimônia 
celebrando o centenário da 
imigração japonesa.

Fortes chuvas caem nas regiões leste e 
nordeste do Japão

Documentos oficiais em idiomas 
ocidentais usarão nomes japoneses com 
sobrenome antes do nome

Fortes chuvas (25/10/2019)

Documentos oficiais (25/10/2019)

Funcionários da Agência 
de Meteorologia do Japão 
disseram que chuvas tor-
renciais estão caindo na 
província de Chiba, a leste 
de Tóquio. Chuvas fortes 
com trovoadas deverão 
ocorrer nas partes leste e 
nordeste do Japão até sába-

O governo japonês deci-
diu usar os nomes japone-
ses com o sobrenome antes 
do nome em documentos 
oficiais traduzidos para o 
inglês ou outros idiomas 
ocidentais, a partir do mês 
de janeiro do ano que vem.
Normalmente, quando os 
nomes japoneses são escri-
tos em tais idiomas, o nome 

do de manhã.
Os funcionários estão re-
comendando as pessoas 
que se encontram nas áre-
as com possibilidade de 
serem afetadas a estarem 
atentas para deslizamen-
tos de terra e inundações, 
especialmente nas áreas 

vem na ordem de nome e 
sobrenome. Na língua ja-
ponesa, o sobrenome sem-
pre vem em primeiro lugar.
No ano 2000, a comissão 
de consultoria da língua 
nacional do Ministério da 
Educação recomendou que 
a ordem tradicional japone-
sa fosse usada para nomes 
escritos nesses idiomas. 

gravemente atingidas pelos 
tufões anteriores.
A Agência de Meteorolo-
gia disse que um sistema de 
baixa pressão está fazendo 
com que as condições at-
mosféricas se tornem instá-
veis em amplas áreas da re-
gião de Kanto até a região 

Diz que isso refletiria a di-
versidade de línguas e cul-
turas.
O governo cita a necessi-
dade de se preparar para os 
Jogos Olímpicos e Paralím-
picos de Tóquio do ano que 
vem como um fator que 
contribuiu para a decisão. 
Diz que os sobrenomes po-
derão ser escritos em letras 

de Tohoku.
Na cidade de Ichihara, pro-
víncia de Chiba, as precipi-
tações durante um período 
de 12 horas até as 16h00 
desta sexta-feira chegaram 
a 283 milímetros, ou mais 
que o volume médio de 
chuvas que cai no mês de 
outubro na região.

maiúsculas e de forma para 
evitar quaisquer interpreta-
ções equivocadas.
O ministro da Educação, 
Koichi Hagiuda, disse, em 
uma entrevista à imprensa 
nesta sexta-feira, que o go-
verno não está consideran-
do obrigar companhias ou 
o público em geral a seguir 
esta norma.
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12
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12
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小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

と
高こ

う

校こ
う

を
日に

本ほ
ん

で
過す

ご
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
で
も
プ

レ
ー
し
、
帰き

化か

し
て
日に

本ほ
ん

代だ
い

表ひ
ょ
うを
目め

指ざ

す
こ
と
も
考か

ん
が
え
た

と
か
。
現げ

ん

在ざ
い

は
Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
と

聖せ
い

州し
ゅ
うバ
ル
エ
リ
市し

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
指し

導ど
う

を
行お

こ
な
う
。

Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
で
は
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
日に

本ほ
ん

の
チ
ー
ム
を
招ま

ね

い
て
大た

い

会か
い

開か
い

催さ
い

も
考か

ん
が
え
て
い
る
。
今こ

ん

後ご

も
ル
フ
ィ
ー
ノ
さ
ん
が
日に

っ

伯ぱ
く

サ

ッ
カ
ー
界か

い

を
つ
な
い
で
く
れ
そ

う
だ
。

　サッカー元
も と

伯
は っ

国
こ く

代
だ い

表
ひょう

のエジミウソン・ジョゼ・ゴメ
ス・モラエス氏

し

が代
だ い

表
ひょう

を務
つ と

める、プロサッカー選
せ ん

手
し ゅ

育
い く

成
せ い

を目
も く

的
て き

としたサッカークラブ「フッテボール・クルベ・
スカイ・ブラジル（以

い

下
か

ＦＣＳＢ）」が８月
が つ

から選
せ ん

手
し ゅ

受
う

け入
い

れを始
は じ

めた。日
に

本
ほ ん

の「スカイライトコンサルティ
ング（株

か ぶ

）」（本
ほ ん

社
し ゃ

＝東
と う

京
きょう

都
と

港
みなと

区
く

、羽
は

物
ぶ つ

俊
と し

樹
き

代
だ い

表
ひょう

取
と り

締
しまり

役
や く

）が運
う ん

営
え い

に関
か か

わる。聖
せ い

州
しゅう

サンタナ・デ・パルナイー
バ市

し

にある拠
き ょ

点
て ん

「 テレ・サンターナＣＦＡ（Centro 
de Formação de Atletas）」を１９日

に ち

に取
し ゅ

材
ざ い

した。

　
　
　
　
　

◎

　

Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
で
は
選せ

ん

手し
ゅ

の
１

日に
ち

の
練れ

ん

習し
ゅ
う

時じ

間か
ん

は
１
時じ

間か
ん

半は
ん

ほ
ど
。
日に

本ほ
ん

の
中

ち
ゅ
う

高こ
う

校こ
う

の
部ぶ

活か
つ

動ど
う

で
は
毎ま

い

日に
ち

午ご

前ぜ
ん

・
午ご

後ご

通と
お

し
て
練れ

ん

習し
ゅ
うす
る
こ
と
も
珍

め
ず
ら

し
く
な
い
。
ル
フ
ィ
ー
ノ
さ
ん

は
「
選せ

ん

手し
ゅ

の
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

力り
ょ
く、
疲ひ

労ろ
う

、練れ
ん

習し
ゅ
う

成せ
い

果か

な
ど
を
考か

ん
がえ
、

効こ
う

率り
つ

が
最も

っ
と
も
良よ

い
の
が
こ
の

練れ
ん

習し
ゅ
う

時じ

間か
ん

だ
っ
た
」
と
い
う
。

日に

本ほ
ん

の
学が

っ

校こ
う

の
部ぶ

活か
つ

動ど
う

は
、

こ
れ
を
見み

習な
ら
っ
て
考か

ん
が
え
直な

お

す
べ

査さ

を
行お

こ
な
い
、
１
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うの

選せ
ん

手し
ゅ

を
見み

て
き
た
。
バ
イ
ー

ア
州し

ゅ
う、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うな
ど
遠え

ん

方ぽ
う

か
ら
の
選せ

ん

手し
ゅ

も
お
り
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
な
ど
有ゆ

う

名め
い

ク
ラ

ブ
か
ら
移い

籍せ
き

し
た
選せ

ん

手し
ゅ

も
所し

ょ

属ぞ
く

す
る
。

　

１
５
歳さ

い

以い

下か

（
Ｕ
１
５
）、 

１
７
歳さ

い

以い

下か

（
Ｕ
１
７
）
の

２
部ぶ

門も
ん

で
来ら

い

年ね
ん

か
ら
大た

い

会か
い

な

ど
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
た
め
、
現げ

ん

在ざ
い

は
１
４
、１
６
歳さ

い

の
選せ

ん

手し
ゅ

約や
く

５
５
人に

ん

が
練れ

ん

習し
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
て
い

る
。
全ぜ

ん

選せ
ん

手し
ゅ

と
職

し
ょ
く

員い
ん

の
多お

お

く

は
宿

し
ゅ
く

舎し
ゃ

に
寝ね

泊と

ま
り
し
て
生せ

い

活か
つ

す
る
。
選せ

ん

手し
ゅ

は
平へ

い

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

中ち
ゅ
うに

市し

内な
い

の
学が

っ

校こ
う

へ
通か

よ

い
、
午ご

後ご

は
練れ

ん

習し
ゅ
う、
土ど

曜よ
う

日び

は
練れ

ん

習
し
ゅ
う

試じ

合あ
い

を
行お

こ
ない
、
日に

ち

曜よ
う

日び

は
休

き
ゅ
う

日じ
つ

と
な
る
。

　

芝し
ば

生ふ

の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト

も
備そ

な

え
、
空あ

い
て
い
る
土と

地ち

に
さ
ら
に
５
面め

ん

ほ
ど
コ
ー
ト

を
新し

ん

設せ
つ

予よ

定て
い

。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
も
準

じ
ゅ
ん

備び

中ち
ゅ
うで
、
悪あ

く

天て
ん

候こ
う

時じ

に
使し

用よ
う

す
る
体た

い

育い
く

館か
ん

、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
に
使つ

か

う
室し

つ

内な
い

プ
ー
ル
も
完か

ん

備び

す
る
。

　

Ｕ
１
４
チ
ー
ム
の
監か

ん

督と
く

を

　

聖せ
い

市し

モ
エ
マ
区く

の
「
酒さ

か

蔵ぐ
ら

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｇ
Ａ 

Ｄ
Ｅ 

Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｅ
」
オ
ー
ナ
ー
の
飯い

い

田だ

龍た
つ

也や

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
さ
ん（
４
４
、

二に

世せ
い

）
は
１
８
日に

ち

夜よ
る

、
聖せ

い

市し

の
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

で
父ふ

兄け
い

向む

け
の
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

講こ
う

演え
ん

会か
い

を
行

お
こ
な

い
、
古こ

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
口く

ち

噛か

み
酒ざ

け

や
、「
酒さ

け

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

の

成な

り
立た

ち
か
ら
始は

じ

ま
る
ウ
ン

チ
ク
満ま

ん

載さ
い

の
ポ
語ご

講こ
う

演え
ん

に
約や

く

１
０
０
人に

ん

が
酔よ

い
し
れ
た
。

　
「
シ
ュ
ラ
ス
コ
に
合あ

う
銘め

い

柄が
ら

を
教お

し

え
て
ほ
し
い
」
と
質し

つ

問も
ん

す
る
と
、
飯い

い

田だ

さ
ん
は
「
現げ

ん

在ざ
い

、
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

が
１
３
０
種し

ゅ

類る
い

ほ
ど
輸ゆ

入に
ゅ
うさ

れ
て
お
り
、
消

し
ょ
う

費ひ

量り
ょ
うは
ど
ん

ど
ん
増ふ

え
て
い
る
。
シ
ュ
ラ
ス

コ
の
よ
う
な
肉に

く

料り
ょ
う

理り

、
イ
タ

リ
ア
料

り
ょ
う

理り

、
チ
ー
ズ
に
も
合あ

う
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

が
あ
る
。
味あ

じ

付つ

け
に
よ
っ
て
変か

わ
る
の
で
、
ど
の

料り
ょ
う

理り

な
ら
ど
の
銘め

い

柄が
ら

と
は
一い

ち

概が
い

に
言い

え
な
い
。
ど
れ
が
合あ

う
か
は
、
個こ

別べ
つ

に
相そ

う

談だ
ん

に
の
っ

て
い
ま
す
よ
」
と
答こ

た

え
た
。

　

今こ
ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

は
、
飯い

い

田だ

さ
ん
が
大お

お

志し

万ま
ん

学が
く

院い
ん

の
前ぜ

ん

身し
ん

で
あ
る
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

・
松

し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

の
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

で
あ
る
こ
と

か
ら
企き

画か
く

さ
れ
た
。
冒ぼ

う

頭と
う

、

松し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

訪ほ
う

日に
ち

研け
ん

修し
ゅ
うの
団だ

ん

来ら
い

社し
ゃ

し
た
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
う

　

在ざ
い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
名な

和わ

渋し
ぶ

川か
わ

幸さ
ち

子こ

マ
リ
ア
会か

い

長ち
ょ
う）

は
「
在ざ

い

伯は
く

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
を

２
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か

ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
静し

ず

岡お
か

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
u

a V
erg

u
eiro

, 
1

9
3

 - Liberdade

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

当と
う

日じ
つ

は
、
８
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うの

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
会か

い

員い
ん

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ
れ

る
。
ま
た
、
式し

き

典て
ん

後ご

は
青あ

お

森も
り

「
り
ん
ご
追お

い

分わ
け

」
と
「
津つ

軽が
る

の
ふ
る
さ
と
」、
ね
ぶ
た
祭ま

つ

り

に
は
欠か

か
せ
な
い
「
ね
ぶ
た

囃ば
や

子し

」
を
披ひ

露ろ
う

。
今い

ま

村む
ら

ア
ン

ド
レ
さ
ん
の
太た

い

鼓こ

演え
ん

奏そ
う

と
の

共き
ょ
う

演え
ん

も
。

　

ま
た
、
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ
し
ん身の
カ
ヴ

ァ
キ
ー
ニ
ョ
奏そ

う

者し
ゃ

に
よ
る
吉よ

し

幾い
く

三ぞ
う

の
「
津つ

軽が
る

平へ
い

野や

」
や
ブ

ラ
ジ
ル
音お

ん

楽が
く

の
演え

ん

奏そ
う

、
安や

す

永な
が

幸ゆ
き

柄え

さ
ん
の
歌う

た

と
玉た

ま

那な

覇は

ヴ

ィ
ニ
シ
ウ
ス
・
サ
ダ
オ
さ
ん
の

津つ

軽が
る

三し
ゃ

味み

線せ
ん

に
よ
る
民み

ん

謡よ
う

も

披ひ

露ろ
う

す
る
。

　

案あ
ん

内な
い

に
来ら

い

社し
ゃ

し
た
名な

和わ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
皆み

な

さ
ん
に
喜よ

ろ
こ
ん
で
も

ら
え
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
用よ

う

意い

し
て
い
る
の
で
、
皆み

な

で
楽た

の

し
く

お
祝い

わ

い
し
ま
し
ょ
う
」
と
語か

た
っ

て
い
る
。

き
か
も
。

　
　
　
　
　

◎

　

ブ
ラ
ジ
ル
初は

つ

と
な
る
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
会か

い

席せ
き

料り
ょ
う

理り

『
良り

ょ
う

』
は

２
０
１
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
だ
が
、
今こ

年と
し

初は
じ

め
に
さ
っ
そ
く
改か

い

修し
ゅ
う。

あ
え
て
客

き
ゃ
く

席せ
き

を
７
席せ

き

に
減へ

ら

し
、
予よ

約や
く

客き
ゃ
くの
み
の
店み

せ

に
生う

ま
れ
変か

わ
っ
た
。
１
日に

ち

に
客

き
ゃ
く

７
人に

ん

を
２
回か

い

転て
ん

さ
せ
る
だ
け

な
の
で
、
た
っ
た
１
４
人に

ん

し
か

食た

べ
ら
れ
な
い
。
だ
が
一ひ

と

人り

分ぶ
ん

は
５
０
０
レ
ア
ル
と
、
南な

ん

米べ
い

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

と
し
て
は
最さ

い

高た
か

値ね

と
言い

わ
れ
る
。
山や

ま

下し
た

エ
ジ

ソ
ン
良

り
ょ
う

一い
ち

シ
ェ
フ
は
数す

う

年ね
ん

間か
ん

、

日に

本ほ
ん

で
懐か

い

石せ
き

料り
ょ
う

理り

を
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
学ま

な

ん
だ
。
先せ

ん

日じ
つ

、
そ
れ
を

食た

べ
て
き
た
と
い
う
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
聞き

く
と
「
ま
っ
た
く
日に

本ほ
ん

と

一い
っ

緒し
ょ

の
味あ

じ

。
美お

味い

し
か
っ
た
わ

～
」
と
の
こ
と
。
さ
す
が
に

開か
い

店て
ん

早そ
う

々そ
う

か
ら
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一ひ

と

つ
星ぼ

し

に
認に

ん

定て
い

さ
れ
た
だ
け
の
こ

と
は
あ
る
？
！

援
えん

協
きょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

らと１等
とう

当
とう

選
せん

の会
かい

社
しゃ

の代
だい

表
ひょう

者
しゃ

スザナ・ヴィエイラさん（右
みぎ

から
５番

ばん

目
め

）、その右
みぎ

がアラウージョ氏
し

目め

指ざ

す
は
日に

ち

欧お
う

へ
の
選せ

ん

手し
ゅ

輩は
い

出し
ゅ
つ

日に

本ほ
ん

企き

業ぎ
ょ
う

と
元も

と

セ
レ
ソ
ン
が
設せ

つ

立り
つ

長ち
ょ
うだ
っ
た
時と

き

、
旅た

び

先さ
き

で
靴く

つ

を

な
く
し
て
要よ

う

人じ
ん

訪ほ
う

問も
ん

が
で
き

な
か
っ
た
思お

も

い
出で

話ば
な
しか
ら
始は

じ

め
、
客

き
ゃ
く

席せ
き

を
笑わ

ら

い
の
渦う

ず

に
巻ま

き
込こ

ん
だ
。

　

そ
ん
な
飯い

い

田だ

さ
ん
も
現げ

ん

在ざ
い

で
は
、
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

造ぞ
う

青せ
い

年ね
ん

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

（
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
か
ら

２
０
１
５
年ね

ん

、
メ
キ
シ
コ
以い

南な
ん

で
は
初は

つ

の
『
酒さ

け

サ
ム
ラ
イ
』

に
任に

ん

命め
い

さ
れ
た
立り

っ

派ぱ

な
利き

き

「
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
奥お

く

深ぶ
か

さ
知し

っ
て
」

酒さ
け

サ
ム
ラ
イ
、
大お

お

志し

万ま
ん

で
熱ね

つ

弁べ
ん

ね
ぶ
た
祭ま

つ
り

の
音お

ん

楽が
く

や
サ
プ
ラ
イ
ズ
も

青あ
お

森も
り

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

65
周し

ゅ
う

年ね
ん

酒ざ
け

師し

だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
ソ
ム

リ
エ
協

き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

講こ
う

師し

も

務つ
と

め
て
お
り
、
全ぜ

ん

銘め
い

柄が
ら

の
特と

く

徴ち
ょ
うが
頭あ

た
まに
入は

い
っ
て
い
る
。

　
「
酒さ

け

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

が
、

水み
ず

を
意い

味み

す
る
サ
ン
ズ
イ
と

「
酉と

り

」
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と

を
図ず

解か
い

。「
酉と

り

」
は
十

じ
ゅ
う

二に

支し

の
干え

支と

の
１
０
番ば

ん

目め

で
、「
酉と

り

の
月つ

き

」
と
い
え
ば
新し

ん

暦れ
き

９
月が

つ

。

つ
ま
り
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

の
原げ

ん

料り
ょ
うと
な

る
米こ

め

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

時じ

期き

を
意い

味み

し
、

米こ
め

と
水み

ず

を
主し

ゅ

原げ
ん

料り
ょ
うと
し
て
作つ

く

ら
れ
る
「
酒さ

け

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

が
生う

ま
れ
た
と
い
う
説せ

つ

明め
い

に
、

会か
い

場じ
ょ
うか
ら
は
驚お

ど
ろ
き
の
声こ

え

が
漏も

れ
た
。

　
「P

a
ste

u
riza

ca
o

」
（
低て

い

温お
ん

殺さ
っ

菌き
ん

法ほ
う

）
と
い
う

言こ
と

葉ば

は
、
微び

生せ
い

物ぶ
つ

学が
く

の
祖そ

ル

イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
ら
に
よ
っ

て
、
ワ
イ
ン
殺さ

っ

菌き
ん

法ほ
う

と
し
て

最さ
い

初し
ょ

に
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
こ
と
か

ら
パ
ス
ツ
ー
ル
の
名な

を
と
っ
て

１
８
６
６
年ね

ん

に
命め

い
め
い名
さ
れ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
日に

本ほ
ん

で
は
、
パ

ス
ツ
ー
ル
に
先さ

き

立だ

つ
こ
と

３
０
０
年ね

ん

も
前ま

え

、
１
５
６
０

年ね
ん

頃ご
ろ

に
は
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

に
お
い
て

同お
な

じ
方ほ

う
ほ
う法
が
経け

い

験け
ん

的て
き

に
生う

み

出だ

さ
れ
、「
火ひ

入い

れ
」
と
し
て

行お
こ
なわ
れ
て
き
た
歴れ

き

史し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、「
か
く
も
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

は
奥お

く

深ぶ
か

い
」
と
説と

い
た
。

　

歴れ
き

史し

的て
き

に
積つ

み
上あ

げ
ら
れ

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

上う
え

原は
ら

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）

は
「
第だ

い

２
０
回か

い

慈じ

善ぜ
ん

ソ
ル
テ

イ
オ
（
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

券け
ん

）」
の
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

へ
の
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

贈ぞ
う

呈て
い

式し
き

を
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

頃ご
ろ

か
ら
、
聖せ

い

市し

の
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
に
て
行

お
こ
な

っ

た
。
１
等と

う

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

は
、
医い

療り
ょ
う

機き

器き

販は
ん

売ば
い

な
ど
を
行お

こ
な
う
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
コ
メ
ル
シ
ア
ル
・

選
せん

手
しゅ

育
いく

成
せい

目
もく

的
てき

の新
しん

クラブ誕
たん

生
じょう

サッカー

（７） ２０１９年第５３５７号 	１０月	２６日	（土曜日）

ホ
ン
ダ
の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

を
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

へ

ソ
ル
テ
イ
オ
の
賞し

ょ
う

品ひ
ん

贈ぞ
う

呈て
い

援
えん

協
きょう

Ｕ
１
４
の
選せ

ん

手し
ゅ

と
コ
ー
チ
ら

飯
いい

田
だ

龍
たつ

也
や

アレシャンドレさん
　

Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
の
監か

ん

督と
く

カ
イ
オ・

ル
フ
ィ
ー
ノ
さ
ん
は
非ひ

日に
っ

系け
い

だ

が
日に

本ほ
ん

語ご

は
完か

ん

璧ぺ
き

。
伯は

っ

国こ
く

の

プ
ロ
選せ

ん

手し
ゅ

だ
っ
た
父ち

ち

エ
ジ
ソ
ン

さ
ん
が
、
日に

本ほ
ん

に
指し

導ど
う

者し
ゃ

と

し
て
招し

ょ
うへ
い
さ
れ
、
家か

族ぞ
く

も
日に

本ほ
ん

に
移う

つ

り
、
カ
イ
オ
さ
ん
は

た
１
３
も
の
厳げ

ん

密み
つ

な
工こ

う

程て
い

を

経へ

て
、
３
カ
月げ

つ

が
か
り
で
よ

う
や
く
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

が
生せ

い

産さ
ん

さ
れ

る
様さ

ま

を
図ず

解か
い

し
、「
こ
ん
な
に

手て

間ま

を
か
け
て
作つ

く

り
上あ

げ
た
、

足た

す
モ
ノ
も
引ひ

く
モ
ノ
も
な

い
存そ

ん

在ざ
い

」
と
熱ね

つ

弁べ
ん

し
た
。

　

講こ
う

演え
ん

後ご

は
純

じ
ゅ
ん

米ま
い

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う「
水み

ず

芭ば

蕉し
ょ
う」、
特と

く

別べ
つ

本ほ
ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

辛か
ら

口く
ち

「
金き

ん

波ぱ

」
の
試し

飲い
ん

会か
い

と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
講こ

う

演え
ん

会か
い

は
よ
く
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
お

り
、
歴れ

き

史し

だ
け
で
な
く
、
飲の

み
方か

た

か
ら
エ
チ
ケ
ッ
ト
ま
で

広こ
う

範は
ん

な
内な

い

容よ
う

が
用よ

う

意い

さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
関か

ん

心し
ん

が
あ
る

人ひ
と

は
酒さ

か

蔵ぐ
ら

（W
h

atsA
p

p 
C

o
m

ercial
＝
１
１
・ 

９
７
５
２
４
０
・
０
０
２
０
）

ま
で
連れ

ん

絡ら
く

を
。

　

松
し
ょ
う

柏は
く

学が
く

園え
ん

創そ
う

立り
つ

者し
ゃ

の
川か

わ

村む
ら

真ま

倫り

子こ

さ
ん
（
９
１
、
二に

世せ
い

）
は
「
教お

し

え
子ご

に
教お

し

え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
間あ

い
だ
ま
で
お

尻し
り

ペ
ン
ペ
ン
し
て
い
た
生せ

い

徒と

が
、
立り

っ

派ぱ

に
な
っ
て
」
と
感か

ん

心し
ん

し
て
い
た
。

　

父ふ

兄け
い

の
一ひ

と

人り

エ
リ
ア
ス
・
フ

ェ
レ
イ
ラ
さ
ん
（
４
１
）
は

「
妻つ

ま

が
日に

っ

系け
い

三さ
ん

世せ
い

な
の
で
家か

庭て
い

の
中な

か

で
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

を
飲の

む
機き

会か
い

が
よ
く
あ
る
。
以い

前ぜ
ん

か
ら

歴れ
き

史し

や
生せ

い

産さ
ん

工こ
う

程て
い

に
関か

ん

心し
ん

が

あ
っ
た
か
ら
、
今き

ょ
う日
の
話は

な
し
は

凄す
ご

く
面お

も

白し
ろ

か
っ
た
」
と
お
ち
ょ

こ
を
片か

た

手て

に
語か

た
っ
た
。

ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
社し

ゃ

か
ら
エ

ウ
ク
リ
デ
ス
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ

氏し

、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
ド
・
ブ

ラ
ジ
ル
社し

ゃ

か
ら
鈴す

ず

木き

権け
ん

二じ

氏し

、

前ま
え

田だ

ク
リ
ス
チ
ア
ー
ノ
氏し

が

出し
ゅ
っ

席せ
き

。
当と

う

選せ
ん

し
た
Ｎ
Ｃ
Ｈ
社し

ゃ

の
ス
ザ
ナ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
さ
ん

へ
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

が
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

　

当と
う

選せ
ん

者し
ゃ

は
次つ

ぎ

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。
１
等と

う

（
自じ

動ど
う

車し
ゃ

、

ホ
ン
ダ
）
＝
Ｎ
Ｃ
Ｈ
社し

ゃ

、
２
、

３
等と

う

（
オ
ー
ト
バ
イ
、
同ど

う

）

＝
園そ

の

田だ

明あ
き

憲の
り

、
ア
グ
ロ
ペ
ク

ア
ー
リ
ア
・
セ
ン
ト
ラ
ル
社し

ゃ

、

４
等と

う

（
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
）
＝
エ
ウ
ク
リ
デ
ス
・
マ

シ
ャ
ド
、
５
等と

う

（
洗せ

ん

濯た
く

機き

、

同ど
う

）
＝
吉よ

し

加か

江え

ネ
ル
ソ
ン
正ま

さ

健た
け

　

ソ
ル
テ
イ
オ
の
収

し
ゅ
う

益え
き

は
、

援え
ん

協き
ょ
うの
福ふ

く

祉し

事じ

業ぎ
ょ
うに
充あ

て
ら

れ
る
。

県け
ん

に
所ゆ

か

縁り

の
あ
る
音お

ん

楽が
く

の
シ
ョ

務つ
と

め
る
カ
イ
オ
・
ル
フ
ィ
ー
ノ

さ
ん
（
３
１
）
は
「
選せ

ん

手し
ゅ

の

環か
ん

境き
ょ
うは
と
て
も
良よ

い
。
不ふ

真ま

面じ

目め

な
選せ

ん

手し
ゅ

は
退た

い

団だ
ん

さ
せ
、

常つ
ね

に
新あ

た
ら
し
い
選せ

ん

手し
ゅ

の
入

に
ゅ
う

団だ
ん

審し
ん

査さ

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
」
と
育い

く

成せ
い

に

妥だ

協き
ょ
うは
許ゆ

る

さ
な
い
。

　

プ
レ
ー
以い

外が
い

に
、
礼れ

い

儀ぎ

や

教き
ょ
う

養よ
う

な
ど
の
教

き
ょ
う

育い
く

面め
ん

に
も
注

ち
ゅ
う

力り
ょ
くし
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来き

た

ら
必か

な
ら
ず
コ
ー
チ
に
あ
い
さ
つ
す

る
、
練れ

ん

習し
ゅ
う

中ち
ゅ
うは
他た

人に
ん

の
プ
レ

ー
に
腹は

ら

が
立た

っ
て
も
悪わ

る

口く
ち

を

言い

わ
な
い
な
ど
独ど

く

自じ

の
ク
ラ

ブ
ル
ー
ル
を
定さ

だ

め
る
。

　

Ｕ
１
４
主し

ゅ

将し
ょ
うの
ア
ン
ド

レ
・
ル
イ
ス
さ
ん
は
、
バ
イ

ー
ア
州し

ゅ
う
の
親お

や

元も
と

を
離は

な

れ
て
来き

た
。「
欧お

う

州し
ゅ
うで
活か

つ

躍や
く

し
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うに
な
る
夢ゆ

め

を
叶か

な

え
た
い
。

ま
た
ク
リ
ス
チ
ア
ー
ノ
・
ロ
ナ

ウ
ド
選せ

ん

手し
ゅ

の
よ
う
に
、
最さ

い

高こ
う

の
プ
レ
ー
に
加く

わ

え
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
外が

い

で
の
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

で
も
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
る
よ
う
な
選せ

ん

手し
ゅ

に
な
り

た
い
」
と
将

し
ょ
う

来ら
い

の
展て

ん

望ぼ
う

を
明あ

か
す
。

　

単た
ん

身し
ん

で
２
年ね

ん

間か
ん

の
ス
ペ
イ

ン
サ
ッ
カ
ー
留

り
ゅ
う

学が
く

を
経へ

て
、

現げ
ん

在ざ
い

Ｆ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
で
特と

く

別べ
つ

に
練れ

ん

習し
ゅ
うに
参さ

ん

加か

す
る
、
唯ゆ

い

一い
つ
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
中な

か

村む
ら

希ま
れ

さ
ん
は
「
１

対た
い

１
の
攻こ

う

守し
ゅ

で
勝か

ち
抜ぬ

き
、

状じ
ょ
う

況き
ょ
うを
打だ

開か
い

で
き
る
突と

っ

破ぱ

力り
ょ
くを
身み

に
付つ

け
た
い
。
日ひ

び々

努ど

力り
ょ
くを
積つ

み
重か

さ

ね
て
目も

く

標ひ
ょ
うに

近ち
か

づ
い
て
い
く
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

語か
た
っ
た
。

　
ル
フ
ィ
ー
ノ
さ
ん
は
選せ

ん

手し
ゅ

の

現げ
ん

状じ
ょ
うに
つ
い
て
「
ま
だ
完か

ん

璧ぺ
き

で

ー
を
行お

こ
な
う
。

　

シ
ョ
ー
で

は
、
フ
ル
ー

ト
奏そ

う

者し
ゃ

の
コ
ッ

ペ
デ
外と

の

崎さ
き

ひ

ろ
み
さ
ん
が

美み

空そ
ら

ひ
ば
り
の

ホ
ス
ピ
タ
ラ

ー
ル
（
Ｎ
Ｃ

Ｈ
）
社し

ゃ

が
当と

う

選せ
ん

し
た
。

　

贈ぞ
う

呈て
い

式し
き

に

は
援え

ん

協き
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

、
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

を

提て
い

供き
ょ
うし
た
モ

ト
・
ホ
ン
ダ
・

　
ス
ペ
イ
ン
式し

き

の
サ
ッ
カ
ー
教

き
ょ
う

育い
く

プ
ロ
グ

ラ
ム
と
、
繊せ

ん

細さ
い

で
素す

早ば
や

い
足あ

し

技わ
ざ

な
ど
が

特と
く

色し
ょ
くの
伯は

っ

国こ
く

の
長

ち
ょ
う

所し
ょ

を
取と

り
入い

れ
、
欧お

う

州し
ゅ
うや
日に

本ほ
ん

で
活か

つ

躍や
く

で
き
る
選せ

ん

手し
ゅ

の
輩は

い

出
し
ゅ
つ

を
目め

指ざ

す
。
直

ち
ょ
っ

近き
ん

の
目も

く

標ひ
ょ
うは
、
来ら

い

年ね
ん

の

聖せ
い

州し
ゅ
う

選せ
ん

手し
ゅ

権け
ん

で
好こ

う

結け
っ

果か

を
収お

さ

め
る
こ

と
だ
。

　

８
月が

つ

か
ら
選せ

ん

手し
ゅ

の
育い

く

成せ
い

を
始は

じ

め
る
た

め
、
コ
ー
チ
陣じ

ん

は
３
月が

つ

か
ら
全ぜ

ん

国こ
く

で
大た

い

会か
い

な
ど
の
視し

察さ
つ

、
ス
カ
ウ
ト
、
入

に
ゅ
う

団だ
ん

審し
ん

は
な
い
が
、
将

し
ょ
う

来ら
い

海か
い

外が
い

で
活か

つ

躍や
く

で
き
そ
う
な
選せ

ん

手し
ゅ

が
い
る
」
と
自じ

信し
ん

を
に

じ
ま
せ
た
。
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